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1序 論
日本 の 流 通 シ ス テ ム は 、 近 年 、.欧米 諸 国 か ら さ ま ざ ま な 批 判 を 浴 び せ られ て い る.
そ れ ら の 批 判 の 一 つ は 、 我 国 の 多 くの 商 品 分 野 で は 生 産 と消 費 の 間 に 多 数 の 流 通 業
者 が 介 在 し、 経 路 全 体 の マ ー ジ ン が 高 くな っ て い る と い う も の で あ る1J。 ま た 、 生
産 者 と 流 通 業 者 の 間 で の 長 期 継 続 的 な 取 引 関 係 の 中 で 培 わ れ た 返 品 制 を は じめ と す
る取 引 慣 行 が 、 取 引 を 複 雑 か つ 曖 昧 な も の と し、 そ の こ と が 外 国 製 品 の 日本 市 場 へ
の 参 入 を 妨 げ て い る と も指 摘 さ れ て い る 。
多 段 階 性 を念 頭 にお い て 、 日 本 の 流 通 シ ス テ ム を 非 効 率 で あ る と批 判 す る時 に は 、
生 産 さ れ た 商 品 を 消 費 者 に 届 け る物 流 機 能 を 流 通 の 基 本 的 機 能 と す る 考 え 方 が 背 景
に あ る よ うに 思 わ れ る 。 こ の 観 点 に 立 て ば 、 経 路 が 長 く複 雑 に な る ほ ど流 通 の 効 率
が 損 な わ れ る とい う 主 張 が 導 か れ よ う。 と は.いえ 、 流 通 プ ロ セ ス で 意 味 も な く商 品
を何 度 も取 引 して い る と は 考 え 難 く、 流 通 が 多 段 階 で あ る とす れ ば 、 各 々 の 流 通 業
者 が そ れ ぞ れ に異 な る機 能 を分 担 して い る た め で あ る と考 え る 方 が 自然 で あ る 。 実
際 、 企 画 ・生 産 さ れ た 商 品 が 円 滑 に 流 通 して い くた め に は 、 流 通 プ ロ セ ス に お い て
多 様 な 情 報 が 伝 達 さ れ る 必 要 が あ る 。.この 種 の 情 報 は 少 な くな い 経 済 的 利 益 を も た
らす 可 能 性 が あ り、 各 々 の 経 済 主 体 は 情 報 の 収 集 に 努 め る と同 時 に 、 そ れ を さ ま ざ
ま な 方 法 で 利 益 に 転 換 しよ う と す る 。 情 報 を利 益 に 転 換 す る 一 つ の 方 法 は 市 場 で の
売 却 で あ る が 、 情 報 に特 有 の 性 質 の た め 、 こ の こ とが 常 に 可 能 で あ る と は 限 らな い 。
代 替 的 な 方 法 は 、 情 報 の 所 有 者 が 経 済 活 動 に 直 接 関 与 す る こ と で あ る 。 こ の よ う に 、
価 値 あ る情 報 を持 つ 主 体 が 、 そ の 情 報 か ら利 益 を 獲 得 す る た め に さ ま ざ ま な 形 態 で
流 通 に 介 入 す る結 果 、 長 くて 複 雑 な 流 通 経 路 が 形 成 さ れ る の で あ る 。
本 稿 で 取 り上 げ る繊 維 産 業 で は 、 生 産 者 は総 じて 小 規 模 で 、 各 々 は 糸 染 、 撚 糸 、
製 織 さ ら に は 染 色 な ど一 連 す る 工 程 の 一 部 に 特 化 して い る 。 彼 ら は特 化 した 工 程 に
関 す る ノ ウハ ウ を 持 っ て は い る が 、 需 給 動 向 に つ い て の 情 報 を持 っ て い る わ け で は
な い 。 各 々 の生 産 者 が こ の 種 の 情 報 を別 々 に 収 集 す る こ と は 費 用 の 無 駄 で あ り、 ま
た こ の 点 に つ い て は 商 社 や 卸 が 比 較 優 位 を持 っ て い る 。 生 産 の ノ ウ ハ ウ を 持 た な い
1》こ れ ら の 批 判 に た い す る 反 論 と し て 、NariuandFlath(1993>お よ びFlathand
Nariu(1996)等を 参 照 の こ と 。
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卸 は、獲得 した需給 動 向 に関 す る情報 を利 益 に変換 す るため に、 自らが生 産 ・流通
の 中心 とな って製 品 を企画 し、 一定 の工 賃 を支払 い つつ 下請業 者 に生産 を委 託 する。
その結果 、少 な くとも取 引上 は、各 生産 工程 の 間に卸 が介 在 す る とい う長い経 路 が
形成 されて い るので あ る。
アパ レル の流通 にお い ては、 返 品制 に代 表 され る"前 近 代 的な"取 引慣 行 が多 く
見受 け られ る。 アパ レル商 品 は多種多 様 であ り、 フ ァ ッシ ョン性 の高 い衣 服 は陳腐
化 が早 く、 その販 売 は流行 に大 き く左 右 され る。 そ のた め個 々の商 品 にたい す る需
要 は不確 実で 、 その販 売 は大 きな リス クを伴 って い る。 また販 売促 進上 、小 売店 頭
で の商 品展 示 や販 売員 に よ る推 奨が重 要 な役 割 を演 じて い る。 この分野 で も、商 品
企画 や生 産 の中心 とな って い るの は製 造卸(メ ーカ ー)であ り、 彼 らは需給 動 向 につ
いて の情報 を収集 し、 それ に も とつ いて商 品 を企 画 す るのみ な らず、 自 らそ の一部
を生 産 して い る。生 産 さ れた商 品 の多 くは小 売業 者 に直接 販売 されてお り、 その 意
味 で流通経 路 は短 くな ってい る。 この こ とは製 造卸 と小売業 者 の 関係 を直接的 な も
の と し、 変化 す る消 費 動 向に関 す る情 報 の迅速 な伝 達 と ともに、製 造卸 が小売 業者
の協 力 を引 き出す こ とを容 易 にす る。 小売業 者 の多 くは小規 模 で、 当該地 域 にお け
る過 去の 消費 動向 に関 す る情 報 を持 って はい るが、 それ を解 析 して将 来 の需要 動 向
を予測 するた めの ノ ウハ ウを持 って い るわけ では な い。 その ため買取 契約 の も とで
は、 売れ残 りに も とつ く損 失 を恐 れ る小売業 者 の注 文量 は、 製 造卸 が販売 促進 上必
要 と考 える店頭展 示 量 よ りも少 な くな るか も知 れ ない。 この状況 で 、小売業 者 か ら
多 くの注文 量 を引 き出 す一 つの 方法は 、彼 らの 販売 リス クを軽減 す る ことであ る。
小売業 者 が売 り残 した商 品 を製造 卸が 引 き取 る とい う返 品制 は、 両者 間で の販 売 リ
ス クの移転 を可能 に し、 製造 卸 に とって望 ま しい店 頭展 示量 を確 保 す るた めの 方策
と して理解 す るこ とがで きる。
本稿 では 、繊維 ・アパ レル 産業 を取 り上 げ、 そ こでの流 通 の仕組 み を情 報 の側 面
を中心 に検 討 する。以 下 の構成 は次 の通 りで あ る。次 節 では、 繊維 ・アパ レル 産業
につ いて概観 す る。 そ こで確 認 され るのは、繊 維 流通 の川 中部 門 にお ける多段 階性
であ り、 またアパ レル の流 通 にお ける短 い経路 で あ る。3節 で は、 流通 の情報 機能
につい て概 述 し、 なぜ 需給 動 向に 関す る情 報が 市場 で取 引 され な いのか を明 らか に
す る。獲得 された情 報 を利益 に転 換 す る代 替的 な 方法 は、情 報 を持 つ主体 自らが流
通 に直接 関与 す るこ とであ る。 この観点 か ら4節 では、 繊維 の生 産 ・流通 にお け る
多段 階性 につ いて考 察 す る。5節 で は、返 品制 の経 済的機 能 を検 討 し、6節 で は、
アパ レル の流通 とその変 遷 につ いて議 論す る。
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2繊 維 ・アパ レル流 通 の実状
こ の 節 で は 、 以 下 の 議 論 に 必 要 な 範 囲 で 、 繊 維 ・ア パ レル の 生 産 ・流 通 に つ い て
概 述 す る 。
2-1織 布 の 生 産 と流 通:多 段 階 性
繊 維 製 品 は 多 種 多 様 で 、 そ れ ぞ れ に 特 徴 の あ る 生 産 ・流 通 構 造 を持 っ て い る 。 一
例 と して 、 紳 士 服(毛 織 物)の 流 通 経 路 を1図 に 示 して お こ う。 こ の例 か ら読 み 取 れ
る よ う に、 多 くの 繊 維 製 品 の 場 合 、 糸 か ら原 反 、 ア パ レル へ と商 品 が 流 れ る節 目 に
商 社 や 卸 な ど の 流 通 業 者 が 介 在 して い る 。
[1図:紳 士 服(毛 織 物)の 流 通 経 路]
国 民 金 融 公 庫 調 査 部(1990),pp.243-4
織 物 の 生 産 に は 準 備 、 織 布 、 仕 上 げ な ど の 工 程 が あ り、 そ れ らは さ ら に い くつ か
の 工 程 に 分 け られ る 。 生 産 者 は 特 定 の 地 域 に 集 中 して お り、 そ の 中 に は 一 貫 した 工
程 を持 っ て い る生 産 者 も 存 在 す る が 、 彼 ら の 多 くは い くつ か の 工 程 に特 化 して い る 。
各 生 産 者 は 一 般 に 小 規 模 で、 特 化 した 工 程 に 関 す る技 術 的 ノ ウハ ウ を 持 っ て は い る
が 、 自 ら 需 給 動 向 に 関 す る情 報 を 収 集 して は お らず 、 商 品 企 画 や 販 売 上 の ノ ウ ハ ウ
を 持 っ て い る わ け で は な い 。
毛 織 物 の 場 合 、1図 に み られ る よ う に 、 紡 績 会 社 か ら直 接 、 あ る い は 毛 糸 商 を 介
して 、 毛 織 物 製 造 業 者(親 機)に 糸 が 流 れ て い る。 生 産 の 中 心 で あ る親 機 は 、 製 品 を
企 画 して 枡 見 本 を 製 織 し、 そ の 枡 見 本 や サ ン プ ル に よ っ て 、 商 社 や 毛 織 物 商 と数 量 、
単 価 や 納 期 な どに つ い て 契 約 を取 り交 わ す 。 商 社 や 毛 織 物 商 か ら注 文 を受 け た親 機
は 、 糸 染 業 者 、 撚 糸 業 者 、 製 織 業 者 、 染 色 整 理 業 者 な どの 下 請 業 者 に``賃織"で 加
工 を委 託 す る2)。織 布 生 産 の特 徴 は 、 各 生 産 工 程 を 異 な っ た 専 門 業 者 が 分 業 して い
る こ とで あ り、 そ れ ら の 多 くが 賃 織 で 委 託 さ れ て い る こ とで あ る 。 製 織 業 者(賃 機 〉
は 、 親 機 か ら供 給 さ れ た 糸 で 織 布 した 製 品 を親 機 に 納 め 、 工 賃 を 受 け取 る 。 他 の 工
程 の 専 門 業 者 も 同 様 で あ る。
2}毛織 物 で の 賃 織 の 割 合 は75%程 度 で あ り
、 そ の 内 親 機 か ら の 委 託 が75-80%と極 め
て 多 くな っ て い る 。 そ の 意 味 で 、 毛 織 物 生 産 の 中 心 は 親 機 で あ る。
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生 産 の 中 心 に な る主 体 や 賃 織 の 程 度 は 、 織 物 の 種 類 や 産 地 に よ っ て 若 干 異 な っ て
い る。 資 料 は や や 古 い が 、 日本 化 学 繊 維 協 会(1989>に拠 れ ば 、 綿 織 物 の 産 地 で あ る
播・州(兵 庫 県 西 脇 市 近 辺)で は 、 我 国 の 先 染 短 繊 維 織 物 の80%に あ た る年 間4億m2(出
荷 額 は 約1千 億 円)を 生 産 して い る。 そ こ に は 約1,000の準 備 業 者 、1,300の織 布 業 者 、
18の染 色 業 者 さ ら に は10の 整 理 加 工 業 者 が 存 在 し、 これ を約80の 産 元 商 社 が 取 り仕
切 って い る 。 織 布 業 者 あ た りの織 機 は16台、 従 業 員 数 は4人 程 度 と極 め て 零 細 で3)、
9割以 上 の 企 業 が 産 元 商 社 か らの 委 託 に も と つ い て 賃 織 を行 っ て い る。 そ こ で の 委 託
生 産 は 、 糸 の 受 け入 れ か ら仕 向 け 地 へ の 配 送 ま で 、 産 元 商 社 の 作 っ た"指 図 書"に
も と つ い て 行 な わ れ る 。 製 品 は 指 図 書 に も とづ き、 糸 屋 か ら染 色 業 者 、 準 備 工 程 、
製 織 、 整 理 加 工 、 検 反 、 配 送 へ と流 れ て い く4}。'例え ば 、 織 布 業 者 は 準 備 業 者 か ら
糸 を受 け取 り、 染 色 整 理 業 者 へ 織 布 を 送 る 。 他 方 、 工 賃 は 産 元 商 社 か ら各 下 請 業 者
へ 直 接 支 払 わ れ る5)。
合 繊 織 物 業 で も賃 織 生 塵 の 割 合 が65%程 度 と高 く、 北 陸 産 地 で は 特 に そ の 割 合 が
高 い 。 多 くの 機 屋 は 商 品 企 画 に 自 ら携 わ る こ とは な く、 原 糸 の 供 給 を 受 け て 製 織 を
行 う だ け の 存 在 と な って い る 。 こ こで も 、 商 品 を 企 画 し、 リス ク を 負担 しつ つ 生 産
を組 織 す る 主 体 は 商 社 な ど の 卸 や 原 糸 メ ー カ ー で あ る 。 こ の よ う に 、 多 くの 織 物 に
お い て は 商 社 、 親 機 さ らに は 原 糸 メ ー カ ー な ど が 商 品 企 画 や 流 通 の 中 心 で あ り、 彼
らが 資 金 援 助 や 信 用 供 与 な どの 金 融 機 能 を担 い つ つ 、全 体 の 統 合 ・調 整 を 図 っ て い
る と い う の が 一 般 的 な 形 態 で あ る6)。
さ らに1図 に 示 さ れ て い る よ う に 、 仕 上 げ られ た 原 反 は 、 親 機 か ら商 社 や 毛 織 物
商 の 手 に 渡 る が 、 一 部 は 直 接 ア パ レル ・メ ー カ ー や 切 売 商 に も 販 売 さ れ る。 商 社 や
3)1991年の 「
.工業 統 計 表 」 に よれ ば 、 繊 維 製 造 に 属 す る全 事 業 所 の 内 、51.6%が従 業
員1-3人の 事 業 所 で あ り、 こ の こ と か ら も 零 細 性 を確 認 で き る 。
4)各工 程 が 終 わ る度 に 中 間 生 産 物 を 卸 に 引 き渡 す 必 要 は な く
、 中 間 生 産 物 が 一 連 の 工
程 に 沿 っ て 流 れ る こ と は 可 能 で あ る し、 ま た 実 際 に そ うな って い る 。
5}国民 金 融 公 庫(1990)
、p.55。 同 じ綿 織 物 の 産 地 で も、 泉 州(大 阪 府 南 部)で は賃 織
率 が 低 く、"糸 買 い ・布 売 り"が 見 ら れ る な ど事 情 が 異 な って い る 。 賃 織 の 場 合 で も、
そ の 中 心 は 産 元 商 社 で は な く、 大 阪 市 内 の 商 社 や 紡 績 業 者 で、あ る 。 綿 織 物 全 体 で の 賃
織 の 割 合 は50%程 度 で あ り、 そ の65%が 商 社 ・産 元 問 屋 か らの 委 託 で あ る 。
6}彼らの 間 で は 、 必 ず し も書 面 契 約 が 取 り交 わ さ れ て い る わ けで は な く、 ま た 工 賃 支
払 の 手 形 サ イ トが 長 期 化 して い る な ど、 前 近 代 的 な 取 引慣 行 が 見 ら れ る。
t
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毛 織 物 商 に 納 入 さ れ た 原 反 は 、 ア パ レル ・メ ー カ ー、 切 売 商 、 百 貨 店 な ど に 流 れ る 。
ま た 、 親 機 と ア パ レル ・メ ー カ ー と の 間 に 毛 織 物 ブ ロ ー カ ー が 介 在 す る こ と も あ る
し、 さ ら に は 川 上 の 毛 紡 績 会 社 が 両 者 を 系 列 化 して い る場 合 も あ る 。 こ の よ う に 毛
織 物 の 流 通 経 路 は 、 毛 織 物 商 が 多 数:の親 機 と川 下 の 多 数 の ア パ レル 業 者 を 繋 い で い
る た め 、 極 め て複 雑 な も の とな っ て い る 。
2-2ア パ レル の短 い 流 通 経 路 と返 品 制
原 反 の 供 給 を 受 け た ア パ レル ・メ ー カ-は 、 自 ら が 企 画 した 商 品 を 自家 工 場 あ る
い は 下 請 け の 縫 製 業 者 に委 託 して 製 品 化 す る 。 生 産 さ れ た 商 品 の 多 くは 、'かつ て は
消 費 地 卸 を経 由 して い た が 、 現 在 で は 小 売 業 者 へ 直 接 販 売 さ れ て い る 。 一 部 は 仲 間
卸 に も流 れ るが 、 そ の 割 合 は 紳 士 服 で7-9%、 ニ ッ ト製 品 で4-5%で あ り、 ア パ レル
の 流 通 経 路 は 必 ず しも 長 くは な い 。 実 際 、(他 の 卸 へ の 販 売 を 行 う)元 卸 の 売 上 に た
い す る(小 売 へ の 販 売 を行 う)直 卸 の 売 上 の 比 率 を み る と、 繊 維 品(1.19)と衣 服 ・身
の 回 り品(2.28>の間 に は 歴 然 と した 差 が あ る 。 こ の こ とは 、 衣 服 に 対 す る繊 維 の相
対 的 多 段 階 性 を示 唆 して い る7}。
ア パ レル の 流 通 に お い て は 、 メ ー カ ー か ら小 売 業 者 へ の 直 接 販 売 が 主 流 で は あ る
が 、 次 の 点 に は 留 意 す る 必 要 が あ る 。 衣 料 品 、 と りわ け フ ァ ッシ ョ ン性 の 高 い 衣 服
な どは 、 小 売 業 者 に 渡 っ た 商 品 が すべ て そ こ で 売 られ る と は 限 らな い 。 少 な くな い
商 品 が 売 れ 残 り、 他 の 小 売 業 者 へ と流 れ て い く。 こ の よ う に 、 い くつ か の 小 売 店 を
転 々 と す る際 に は 当 然 卸 の 手 を経 る こ と も 多 く、 ア パ レル ρ 流 通 に は こ う した 意 味
で の 多 段 階 性 が 存 在 す る の で あ る 。 実 際 ア パ レル の 分 野 は 、 化 粧 品 や 書 籍 と並 ん で
返 品 の 多 い 分 野 の 一 つ と考 え ら れ て い る が 、 そ の 実 態 は 必 ず しも 明 らか で は な い 。
繊 維 取 引 近 代 化 推 進 協 議 会 の 調 査(1988)に拠 れ ば 、 総 販 売 額 に 占 め る買 取 契 約 の 比
率 は76.4%で、 委 託 契 約 が18.3%、消 化 仕 入 形 態 、 そ の他 返 品 条 件 付 き契 約 が5.3%
を 占 め て お り、 買 取 契 約 の 比 率 が か な り高 くな って い る8)。 しか しな が ら、 百 貨 店
に 限 定 す る と 買取 比 率 は 著 し く低 く、1980年代 を 通 して 低 下 傾 向 に あ った 。 こ の よ
う に 、 少 な く と も バ ブル の 崩 壊 以 前 は 、 百 貨 店 を 中 心 に 少 な くな い 返 品 が 行 わ れ て
い た と い う の が 実 状 で あ る。
7)NariuandFlath(1993)によ る 商 品 別 卸 売 段 階 数 の 推 計 で も
、 織 物(1.60)は男 子 服
(1.22)や婦 人 ・子 供 服(1.31)と比 べ て 長 く な っ て い る 。
8)も っ と も 、 買 取 契 約 の も と で も 一 部 の 商 品 は 返 品 さ れ て い る 。
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2-3最 近 の 動 向
近 年 、 ア パ レル 業 界 で も 紳 士 服 を 中 心 とす る 大 型 店 の 成 長 は 著 し く、 青 山 商 事 や
ア オ キ な ど の 紳 士 服 デ ィ ス カ ウ ン トス トア(DS)の 売 上 は 、1980年代 後 半 か ら90年
代 初 め に か け て 著 しい 成 長 を 遂 げ て い る 。 現 在 で は や や 頭 打 ち の 傾 向 に あ るが 、 約
3千の 店 舗 で 年 間 販 売 量(1,200万着)の20%程 度 を 販 売 して い る 。 こ れ ら のDSは 、
``スー ツ は フ ァ ッ シ ョ ン洋 品 で は な くホ ワ イ トカ ラ ー の 制 服 で あ る"と い う認 識 に
立 っ て 、 低 価 格 化 を 推 進 して い る。 制 服(最 寄 り品)と して の ス ー ヅは 流 行 に そ れ ほ
ど左 右 さ れ な い た め 、DS自 らが 売 れ 残 り リ ス ク を 負 担 し、 大 量 の 買 取 注 文 を 出 す
こ とに よ って 仕 入 価 格 を 引 き下 げ る こ とが で きた の で あ る。 ま た 大 き な 販 売 力 を 背
景 に 、DSIi丈川 上 の 製 造 段 階 に ま で 強 い 影 響 力 を及 ぼ す よ う に な って い る 。 実 際 彼
ら は 、 自 ら生 地 を 仕 入 れ て ア パ レル メ-カ ー に 生 産 を委 託 した り、 東 レや 帝 人 と い
っ た 合 成 繊 維 メ ー カ ー と新 繊 維 の 開 発 を 行 う な ど、 製 造 か ら小 売 に至 る一 連 の プ ロ
セ ス に 介 入 して い る 。
DSへ の 対 抗 上 、 ス ー パ-な どの 量 販 店 も ま た 低 価 格 戦 略 を 打 ち 出 して い る 。 こ
の こ と を可 能 に した の は1985年以 降 の 円 高 で あ り、 彼 ら は 中 国 を は じめ とす る ア ジ
ア 諸 国 か らの 輸 入 に 力 を 入 れ て い る 。 彼 ら は 輸 入 品 を 大 量 に 買 い 取 る こ と に よ っ て
仕 入 費 用 を 低 下 させ る と と も に 、 品揃 え の 範 囲 を 縮 小 す る こ とに よ って 販 売 費 用 を
削 減 し、 低 価 格 を実 現 して い る の で あ る 。 近 年 、 日用 衣 料 品 の 分 野 で 著 しい 成 長 を
遂 げ て い る``ユニ ク ロ"は 、 織 布 か ら縫 製 を 工 賃 の 安 い 中 国 の 下 請 業 者 に 委 託 す る
こ とに よ って 大 幅 な コ ス トダ ウ ン を 実 現 して い る、 そ して 、 こ の よ うな 生 産 の 海
外 へ の 委 託 が 、 国 内 繊 維 産 業 の 不 振 の 一 因 とな って い る の で あ る 。
一 方 百 貨 店 は 、 ス ー ヅ に つ い て は5万 円程 度 の 価 格 帯 を 中 心 とす るPB商 品 の 開 発
に 力 を入 れ て い る 。 従 来 、 ア パ レル メ ー カ ー が 開 発 した 商 品 を 返 品 条 件 付 きで 仕 入
れ て い た 百 貨 店 は 、 自 らが 商 品 を 企 画 して 生 産 を委 託 し、 そ れ を 大 量 に 買 い 取 る こ
と で 仕 入 価 格 を 引 き下 げ て い る。 婦 人 服 に つ い て も 同様 の 試 み を行 っ て い る が 、 フ
ァ ッ シ ョ ン性 が 高 く陳 腐 化 の 早 い 商 品 の 場 合 に は 、 すべ て を 売 り切 る こ と は 稀 で あ
る 。 こ の よ うな 売 れ 残 り商 品 は 、 委 託 仕 入 の 場 合 に は返 品 さ れ て い た が 、 買 取 契 約
の も とで は 自 らが 処 理 しな け れ ば な ら な い 。 そ の た め に 、 一 部 の 百 貨 店 は 売 れ 残 り




3流 通 にお け る情報 の役 割
適 切 な 商 品 が 企 画 ・生 産 さ れ 、 そ れ が 消 費 者 に よ って 購 入 さ れ る と い う流 通 プ ロ
セ ス が 円滑 に運 営 さ れ る た め に は 、 さ ま ざ ま な 情 報 が 必 要 と さ れ る 。 こ の 節 で は 、
流 通 の 情 報 機 能 に つ い て 概 述 す る。
3-1情 報 と取 引
市場 に導 入 され た新製 品 の多 くが短 期 間 に姿 を消 す こ とか らも明 らか な よ うに、
生 産者 は消 費者 が いかな る商 品 を欲 して い るかにつ いて十 分 に知 ってい るわ けでは
な い。 消費 者 も また、 いか な る商 品が 市場 セ取 引 されて い るか、 さ らに はそ の品質 、
価格 や 入手 経路 な どの取 引条 件 につ いて の完全 な情報 を持 って い るわけで はな い。
流 通業 者 の役割 の一 つ は、消 費動 向 に関 す る情報 を生 産者 に伝 え、市場 で取 引 され
る財 の種 類 お よびそ れ らの取 引条 件 を消 費 者 に伝 達 す るこ とに よ って、生 産 と消 費
の 間 の情 報 懸隔 を架橋 す るこ とで あ る。
効 率 的な 流通 のた め に必要 とされ る情 報
流 通 シス テ ムの円滑 な運 営 の ために は、 まず第 一 に、消 費者 の欲 求 を知 り、 それ
に合 致 した商 品 を企画 しな ければ な らな い。 この ような消 費動 向 に関 す る情報 には、
過去 の販 売実 績や 市場 調査 な どの 一次情報 のみな らず、そ れ らの加 工情報 も含 まれ
る。 第二 に、 競争 優位 を持 つ商 品 を企画 し、 その販 売 か ら多 くの利 益 を得 るた めに
は、他 の企業 が いかな る関連商 品 を生産 して い るか とい う供 給 動 向に 関す る情 報や 、
それ らの 商 品の取 引条件 につ いて の情 報 も必 要 とされ よ う。 また、 これ らの情 報 に
も とつ いて適 切な 商品 企画 を行 うため には、情 報 を解析 す る ノウハ ウも重 要 であ る。
第 三 に、企 画 され た製 品の効 率 的な生 産 を組織 す る ために は、 生産 工程 に関 す る技
術 的知 識や ノ ウハ ウ も不 可欠 で あ る。 さ らに生 産 され た商 品の販 売 に際 して は、 当
該 の商 品 の存在 、価 格や 品質 な どの取 引条件 を消費 者 に知 らせ な ければな らない。
と同時 に、 消 費者 の購買 意欲 を高 め るよ うな販 売促進 活動 も重要 で あ り、 それ を効
率 的 に行 うに は、彼 らの嗜好 や買 い物行 動 を把握 し、そ れ に応 じた 品揃 えを形成 す
るため の ノ ウハ ウが 必要 とな る。
この よ うに、効 率 的な 流通 シス テム を構 築 す るた めに必 要 とされ る情 報や ノウハ
ウは多種 多様 で あ り、 単 一の経 済 主体 がそ れ らをすべ て持 って いる こ とは稀 で あ る。
多 くの場 合 、情報 収集 にお け る規模 の経 済性 や専 門化 の利益 な どの理 由か ら、 さ ま
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ざ まな主体 が これ らの情 報 の一部 ずつ を所 有 して い る とい うの が実 状 であ ろ う。 そ
れ ゆえ、 流通 シス テム が効 率的 に運営 され るた めに は、彼 らの間 で円滑 な情報 伝 達
が行 われ 、協調 的 関係 が形 成 され る必要 が あ る。
困難 な情 報 の取 引
情報 の収 集 には費 用 がか か るが、 それ を適切 に利 用 すれ ば多 くの経済 的利益 を得
る こ とが で きる。情 報 か ら利益 を得 る方法 の 一つ は それ を売却 す る こ とであ るが 、
情 報 に特 有の性 質 のた め、 こ の こ とが常 に可能 で あ る とは 限 らな い。 まずは じめ に、
情 報 の真 の価値 を評 価 で き るのは、多 くの場合 、 そ の情 報 を収集 した主体(売手)だ
けで あ り、 情報 の受 け手(買手)は事前 に その質(内容)を的確 に評 価 で きない し、 ま
た受 け取 った情報 が 適切 か否 か を判断 で きな い こ ともあ る。 この状 況で は、送 り手
は情 報 を適 当 に選別 して伝 えた り、意 図的 に虚偽 の情報 を伝 達 す るか も知 れな い。
情 報 の取 引 に際 して、 い かな る契約 が選択 され るのか?内 容 の 如何 に関 わ らず、
需 要情報 にた い して 一定 の 対価 を支払 う とい う契約 を考 えて み よ う。不確 実性 下で
は、需 要情 報 にも とつ いて企 画 され た商品 が、 当 た るこ ともあ る し外 れ る こと もあ
る。商 品 の販 売 が不調 な 時、 そ の原因 が誤 った 需要 情報 にあ るのか 、 または不 適切
な企 画や 販 売促進 にあ るのか を識別 す る こ とは 必 ず しも容 易で は な い。 この状 況で 、
情報 の 売手 は多 くの 費用 を負担 して正確 な情 報 を収集 しよ う とは しない だろ う。そ
の ため、 購 入 した需要 情報 にも とつい て商 品を企 画 して も、 そ の生産 ・販 売か ら多
くの利益 を得 るこ とは期待 で きな い。 その結 果、 情報 の価 格 は下 落 し、売 手の情 報
収集 努力 は 一層少 な くな る。
逆 に、 提供 され た需 要情 報 に も とつ いて企 画 され た商 品の販 売額 または利 益 の一
定割合 を、情報 提 供 の対価 とす るよ うな 契約 が結 ば れた と しよ う。 この時 には、情
報 の受 け手 は販 売額 や 利益 を過 小 に申告 しよ う とす るで あ ろう。 この種 の 買手 の機
会主 義的行 動 を抑制 す るた め には、情 報 の売 手が 買手 の行 動 をモ ニタ ーす る必要 が
あ る。 しか しなが ら、 企画 や販 売促進 の ノ ウハ ウ を持 たな い情 報 の売手 に とって 、
このこ とは 必ず しも容 易で はな い9)。この種 のモ ニ ター に多大 な費 用 がかか る場 合
には 、情報 の取 引 それ 自体 が行 われ な くな る。
ざ らに情 報 は容 易 に複 製 で き るか ら、情 報 の所 有者 は複数 の経済 主体 に 同 じ情報
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9}逆に 、 こ の 種 の ノ ウ ハ ウ を持 っ て い る の で あ れ ば 、 情 報 を 売 る こ とな く、 自 らが 商
品 を企 画 して 販 売 す れ ば よ い 。
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を販売 す る こ とに よ って 多 くの利 益 を得 る こ とが で きる。 この よ うに して 、多 くの
主体 が 同 じ情報 を持 ち、 そ れ にも とつい て類似 した商 品が 企画 され る時、 その 販売
か ら得 られ る利益 は少 な くな り、 極端 な場 合 に は損失 を もた らすか も知 れな い。 す
なわ ち需 要情 報 の価 値 は、 それ に も とつ いて 商 品 を企画 ・生産 す る経済 主体 の数 に
も依 存 し、複 製 され た情 報 が大 量 に出回 って い ると想 定 され る場合 には、 その価値
は著 しく低 下す る。 この こ とを予想 すれ ば、 誰 も費 用 をか けて需要 情報 を収 集せ ず、
情報 の取 引 そ のもの が行わ れ な くな ろう。
これ らの理 由か ら情 報 の取 引が 困難 な場合 、 収集 され た情報 を利 益 に転換 す る代
替 的方法 は、所 有者 自らが直接 利 用す る こ とであ る。効 率的 な転換 の方法 は情報 の
種類 に依 存 してい るが、 あ る場 合 には情 報 の所 有者 自身が流 通 プ ロセス に直接 関与
す るこ とにな る。 この よ うな理 由か ら、流 通 シス テ ムには異 な る機 能 を遂行 す る多
数 の流 通業 者 が介在 す る ことにな る。
3-2さ まざ まな流 通業者
こ こで は、 消費者 へ の販 売 を行 う小売業 者 や、 小 売業 者 と生 産者 とを繋 ぐ卸 な ど、
さま ざまな流 通業者 の機 能 につ いて情 報 の観 点 か ら概 述 す る。
小 売 業 者
消 費 財 の 流 通 を 念 頭 に お け ば 、 そ の 目的 は 消 費 者 へ の 販 売 で あ り、 こ の 役 割 を 果
た す の が 小 売 業 者 で あ る。 小 売 業 者 は 、 消 費 者 へ の情 報 提 供 や 販 売 促 進 な ど、 さ ま
ざ まな 機 能 を遂 行 す る 。 ま ず 第 一 に 、 彼 ら は"売 手"と して 名 乗 り出 る こ と に よ っ
て 、 消 費 者 の 取 引 相 手 の 探 索 に 伴 う費 用 を 削 減 す る 。 十 分 な 品 質 情 報 を 持 た な い 消
費 者 に た い して 、 そ れ を提 供 す る こ と も ま た 小 売 業 者 の 重 要 な 機 能 の 一 つ で あ る。
取 引 当 喜 者 間 で 品 質 に つ い て の 情 報 が 著 し く非 対 称 な場 合 、Akerlof(1970)が指 摘 し
た よ う に、 市 場 は 必 ず し も う ま く機 能 しな い 。 こ の 種 の 取 引 上 の 困 難 は 、Shapiro
(1983)が論 じた よ う に、"評 判"に よ っ て 対 処 さ れ る 。 こ こで 評 判 と は、 過 去 の 取.
引 経 験 に も とつ い て 形 成 さ れ る"売 手 が 不 正 直 な 取 引 を 行 わ な い"と い う買 手 の 期
待 で あ り、 高 い 評 判 は そ れ に 応 じ た 品 質 保 証 と い う サ ー ビス を 提 供 し、 そ れ ゆ え 高
い 価 格 の 設 定 を可 能 に す る 。 も ち ろ ん 、 評 判 を確 立 ・維 持 す る た め に 、 売 手 は さ ま
ざ まな 費 用 を 負担 す る 。 こ れ らは 一 種 の 投 資 で あ り、 そ の 費 用 は 評 判 に 応 じた 高 い
価 格 に よ っ て 長 期 に わ た っ て 回 収 さ れ る 。 す な わ ち 評 判 は 、 そ れ が 維 持 さ れ て い る
限 り正 の 利 潤 フ ロ ー を も た らす と い う 意 味 で 、 売 手 に と っ て の"価 値 あ る 資 産"で
一g一
あ り、 それ ゆえ一度 評 判 を確 立 した売手 は、 この種 の資 産 の喪 失 を意味 す る不正 直
な取 引 を行 わ な くな る。 こ の よ うに小 売業者 は、 さ まざ まな商 品 の品 質情報 を収 集
して消 費者 に的確 に伝 える ととも に、 自 らが品 質 を保 証 して 販売 す るので あ る。
需要情 報 を持 つ主体 が 、仲 介業 者 と してそれ を生 産者へ 販 売 す るので はな く、な
ぜ 小売業 者 と して流 通 プ ロセ スに直接 関与 す るのか?情 報 を取 引 す るこ との困難
性 の他 にも、仲 介業 者 か ら需要 情報 を受 け取 った生 産者 が、 必 ず しも適切 な商 品 を
消 費者 に販 売 す る とは 限 らな い とい う問題 が あ る。 この時 には 、仲 介業 者の 評判 も
また低 下 す る。 したが って 、 自らの評判 を維持 しよう とす る仲 介業 者 は、適 切な 品
質 の商 品が取 引 された か を確 認 す る必要 が あ る。 この種 の取 引 費用 が高 い場 合 には、
情 報 の取 引で はな く、 情報 を持 つ小売(仲介)業者 が生 産者 か ら商 品 を購 入 す る とい
う"商 品の取 引"が 行 わ れ る こ とにな る。
以 上 みて きた よ うに、 小売 業者 は多様 な 商品 に関 す る情 報 を収集 し、 それ らを比
較検 討 した 上で、 顧客 の嗜好 や 買い物行 動 を考慮 しつつ"品 揃 え"を 形成 す る。 そ
して彼 は、 売手 と して名乗 り出 るこ とによ って 、消 費者 が売 手 を探索 す る費用 を節
約 す るのみ な らず、彼 らにた い して 品質情 報 を伝達 す るので あ る。 この よ うに小 売
業 者 は、総 体 と して の生 産 者が い かな る商 品 を供給 して い るか を消 費者 に伝 え る一
方で、 総体 と して の消 費者 が いか な る商 品 を需要 して い るか を生産 者 に伝 え るので
あ る。 この機能 は"情 報 縮 約 ・斉合 の原理"と して知 られ てお り、 彼 らの存 在 に よ
って社 会 的な 流通(情報)費用 は節約 され よう10)。
＼
卸 売業 者
店 舗 を基盤 とす る小売業 者 の活 動 は極 めて地域 的 であ り、商 圏 も それほ ど広 くは
な い。生 産者 と小 売業 者 とが 地理 的 に分離 す る場 合 には、 小 売業 者 はいか な る生産
者 が いかな る製 品 を生 産 して い るか につ いて完全 に知 って い るこ とは稀 で あ る。 こ
のこ とは生産 者 につ いて も 同様 で、彼 らはいか な る小売業 者 が いか な る商 品 を取 り
揃 え よ うと して い るか につ いて、 必 ず しも十分 な情報 を持 って い るわ けで はな い。
この よ うに生産者 と小売業 者 の 問で の情報 懸隔 が大 きい場 合 に は、卸 が介 在 して両
者 の 間を仲 介 する こ とにな る。 こ の際 、卸 は生 産者 か ら購 入 した商 品 を分類 ・等級
付 け す る。 この作 業 に は規模 の経 済性 が働 こう。 そ して彼 は、等 級付 け られ た商 品
の品質 を 自らの評 判 に も とつ いて保証 し、 小売業 者 に再販 売 す るの で ある。 この よ
t
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うに して卸 は、 品質情 報 を生産 者 か ら小売業 者へ と伝 達 し、両 者 の間 での情 報 を縮
約 ・斉合 す るのであ る。
生 産者 が 高 い評 判 を持 ち、彼 が いか な る商品 を生 産 してい るか につ いて多 くの小
売業 者 が知 ってい るな らば、 生産 と小 売 の間 の情 報 懸隔 が小 さ くな ろ う。 この場 合
には、仲 介 業 者 と して の卸 は必 ず しも必要 とは されな い ことに な る。 また、 アパ レ
ル な どの 買 い回 り品の購 入 に際 して は、消 費者 が 品 目間の 比較検 討 の ため に何 軒 か
の小売 店舗 を訪れ るか ら、 小売業 者 の推奨 が消 費 者 の商 品選 択 に大 きな影 響 を及 ぼ
す とい う意 味 で、 販売促 進 上、 重要 な役割 を演 じて いる。 この 時生 産者 は、 自社製
品 を適 切 に推 奨 して も らうた めに、 小売業 者 との協 調 的関係 を確 立 ・維持 しよう と
す るので あ る。 この理 由 か ら、両 者 間で 直接 的取 引 関係が形 成 され 、卸 が排 除 され
るこ ともあ る。
以 上 み て き た よ う に 、 消 費 と生 産 と の 間 の 情 報 懸 隔 を架 橋 す る た め に 、 多 くの 場
合 、 さ ま ざ ま な情 報 や ノ ウハ ウ を持 つ 多 様 な 主 体 が 流 通 プ ロ セ ス に 介 在 す る11)。消
費 財 の 流 通 に お い て は 、 消 費 者 へ の 販 売 を行 う 小 売 業 者 は 不 可 欠 で あ り、 ま た 生 産
者 と 小 売 業 者 との 間 の 情 報 懸 隔 が 大 き い 場 合 に は 、 卸 売 業 者 が 両 者 の 間 を仲 介 す る
こ と に な る12)。
4繊 維 の生産 ・流 通 にお け る多 段 階性
さ まざ まな流通 現象 の い くつ かは、情 報 を利 益 に転換 す るた めの仕 組 み として 、
あ るい はそ れに伴 う リス ク分担 の問題 に対 処 す るた めの工 夫 と して理 解 す る こ とが
で き る。 この観点 か ら以下 で は、繊維 の生 産 ・流 通 にお け る賃織 や 卸 の多段 階性 な
どの理解 を試 み る。
11)輸送 を行 う運 送会 社や 在庫 のた めの倉 庫業 者 な ども また、 流通 プ ロセ ス に介在 し
て い る。
12)卸売業 者 は また、各地 の売 れ筋商 品や 各商 品 の需給 動 向、 さ らには将来 の 需給 に
関す る情 報 に も とつ いて独 自の予 測 を形成 す る。地 域 間の価格 差 を利 用 した裁定 や、
将来 との価格 差 か らの利 益 の獲得 を 目指 す投 機 な どは、 これ らの情 報 を利益 に転換 す
るた めの行 動 として捉 え るこ とがで きる。
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4-1基 本 的 な観 点
織 布 の生産 では 、特定 の地 域 に多数 の 生産 者が集 中 し、 密接 に 関連 す る生産 工程
の それ ぞれ が独立 の経済 主体 によ って管理 ・運 営 されてお り、 彼 らの 間で分業 体制
が敷 かれ て い る。 各々 の工程 の間 には、原 糸 メ ーカ ーや親機 、 さ らには商社 な どの
卸が 介在 し、 生産 シス テム全 体 の調 整 を図 って い る。
繊 維製 品 にた いす る消費 者 の嗜好 は必 ず しも確 定 した もの では な く、それ を需 要
と して顕在 化 す る上で 、商 品企 画や 販売促 進 上 の努 力が重 要 であ る。 この状 況で は、
消 費者 の嗜好 を生 産 に結び付 け る機能 を果 たす主 体 が大 きな役 割 を演 じ、 その機能
に たい して利 益機会 が 与 え られ る。織 布 の生 産で は 、商 品企画 の ため に必要 な情報
の収 集 は卸 の役割 で あ る。卸 間の取 引 を通 じて、 彼 らは 売れ筋 商 品 について の情報
や生 産状 況 に関 す る情報 を手 に入 れ るこ とがで きる。 この種 の情報 にも とついて 利
益 を得 るた め に、 卸 自らが製 品 を企 画 し、生 産 され た製 品 を販売 す る とい う方法 が
採 られ たの であ る。 もち ろん、情 報 の収 集 と商 品企 画だ けで は十 分で はな い。 この
種 の情報 を取 引 す るこ とは困難 で あ るか ら、 卸 自らが生産 を組 織 す る必要 があ る。
この際、 効 率的 な生産 の ため に必 要な技 術的 ノウハ ウを持 た な い卸 は、生産 動 向や
生 産者 に関 す る情 報 に も とつ いて 、適切 な下 請業 者 に商 品の 生産 を委 託す る こ とに
な る。
各 々の下 請業者 は、 なぜ 別 々 に情 報 を収集 しな いのか?多 くの下 請業者 が一 連
の生産 工程 を分担 してい る状 況で は、各 々 が独 立 に将 来 の需 給 を予測 し、 それ に も
とつ いて生 産 を進 め るの は必 ず しも得策 で はな い。 彼 らが必 要 とす る情報 には ほ と
ん ど差 異が な いため、 情報 収集 におけ る規模 の経 済性 や 専門化 の利 益 を考慮 す るな
らば、情 報 の収集 を特 定 の主体 に委ね る こ との方が 、費 用 を節約 す る とい う観点 か
らも選択 され よ う。 また、 さま ざ まな生 産工 程 を整 合的 に進 め る上 で も、特 定 の経
済 主体 に情 報収集 を委 ね る方 が理 に叶 って い る。 この ため、 商社 な どの卸 が情報 の
収集 を受 け持 ち、 自 らが企 画 した製 品 の生産 を下請 業者 に委 託 しつ つ、全体 の調 整
を図 って い るのであ る。
この際留 意 すべ きこ とは、消 費 動向 に関 す る情 報 収集 は必 ず しも完 全で はな く、
それ に も とつ いて生産 された 商品 の販 売 には あ る程 度 の リス クが 伴 うとい うこ とで
あ る13)。また商 品の販 売 は、卸 をは じめ とす る流通業 者 の販 売促進 上 の努力 に大 き
13》産 地 内 で は
、 同 時 期 に 同 一 の 情 報 が 駆 け め ぐ る こ と も多 く、 多 くの 卸 が 類 似 した
製 品 を 企 画 ・生 産 す る た め 、 しば しば 値 崩 れ が 生 じ る こ と も あ る 。
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,,く依 存 して いる。 この状 況 にお い て、卸 な どの流通 業者 に たい して適 切な 商 品企画
や 積極 的 な販 売促進 へ の誘 因 を提供 し、 彼 らと生産 者 の間 での望 ま しい リス クの配
分 を導 くため には、 い かな る契 約様 式が 選択 され るか?こ の 問題 を考 え る際 に重
要 な こ とは、卸 が行 う販 売促 進 上 の努 力は言 うに及 ば ず、販 売量 で さえ も生産 者 に
とっては必 ず しも観 察可 能 では な い とい うこ とで あ る。 したが って、 生産 者へ の報
酬 が販 売量 や利益 の増加 関数 で あ る場 合 には 、卸 はそれ らを過 小に 申告 しよう とす
るで あ ろ う。 この種 の機 会 主義 的行 動 を回避 す るため には、 生産 者 にた いす る報 酬
牽両契 約 当事者 に とって観察 可能 な生産 量 に依 存 させ る必要 が あ る14》。 この状 況で 、
商 品企 画や販 売促 進 を行 う卸 に適 切 な誘 因 を提 供 す るた め に"賃 織"が 選択 され た
ので あ る。 この報 酬体 系 の も とでは、 零細 か つ生業 的で あ るがゆ え に リス ク回避 的
な 下請 生産 者 は リスク を分担 せ ず・彼 らの利益 は販 売の状 況 に関 わ らず確定 す る。
それ ゆえ彼 らは、 需 給動 向 に関 す る情報 を収集 す る誘因 を持 たな い のであ る。他 方 、
卸 は すべて の リス クを負担 す るか ら、 十分 な努 力 を して成 功 した場 合 には多 くの利
益 を得 、逆 に努 力 を怠れ ば損 失 を被 るの であ る。 それゆ え卸 は、 需給 動向 に関 す る
情 報 の収集 に努 力 を払 って適 切 な製 品 を企 画 し、 その上 で効率 的 な販 売促進 に努 め
る こ と に な る 。
4-2企 業 間の分業
工程 ごとの分業 を所 与 とすれ ば、 それ を調 整 す る主体 が 必要 とな り、 輸送 費 を節
約 しつ つ 円滑な調 整 を行 うため に、特定 地 域 に生 産者 が集 中 す るこ とは容易 に理 解
で きる。 それで は、 なぜ工 程 間で の分業 が行 わ れ るのか?ま た卸 は、 産地 にお け
る小規模 な 生産者 にたい して織 機 を買 い与 え るな ど直接 ・間接 に資 金 を提供 して い
る。 したが って、 卸 自らが設備 を所有 して 生産 を行 うこ とに利益 が存在 す るな らば、
少 な くとも一部 の卸 に とって ・ そ うす るこ とは資 金的 には 可能 で あ る。 こ の状 況 で、
各 生産 工程 を独 立 した主体 に委ね て い るとすれ ば、 それ には合理 的 な理 由が あ る と
考 え られ る。 この問題 につ いて考 えて み よ う。
繊 維 産業 にお いて 、別 々の 主体 が生産 工程 を分 担 する こ とを可能 に した技術 的条
件 と しZ、 次の こ とが考 え られ る。繊維 製 品は川 上 に行 くほ ど標 準 化 され る傾 向が
14)小規模 な生 産者 が多数 存在 する繊維 産業 で は、 生産 者 に よる費用 の過 大 申告 な ど
の機 会 主義 的行動 は、彼 らの 間の競 争 ゆえ に大 きな問題 とは な らな い。
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あ る が 、 基 本 的 に は 多 品 種 小 量 生 産 で あ り、 生 産 の ロ ヅ トサ イ ズ は 小 さ い15》。 ま た 、
そ れ ほ ど高 度 な 技 術 が 必 要 で は な い た め 、 比 較 的 小 さ な 資 本 で あ る 生 産 工 程 を遂 行
す る こ とが で き る 。 こ の こ とが 多 数 の 零 細 な 生 産 者 の 参 入 ・生 存 を 可 能 に して い る
の で あ る。 さ らに 、 多 様 な 製 品 を 生 産 す る に も か か わ ら ず 、 生 産 設 備(工 程)は 高 い
汎 用 性 を 持 っ て い る 。
関 連 す る 一 連 の 工 程 を 同 一 企 業 内 で 組 織 す る こ との 利 点 は 、 ま ず 第 一 に 、 工 程 間
の 調 整 を容 易 に 行 え る とい う こ とで あ る。 しか しな が ら織 布 の 生 産 に お い て は 、 工
程 間 の 調 整 は 卸 が 作 成 し た指 図 書 に も とつ い て 容 易 に行 わ れ て お り、 調 整 の 費 用 は
そ れ ほ ど 大 き くは な い 。 第 二 に 、 組 織 内 で は 長 期 に わ た る モ ニ タ リ ン グ が 可 能 と な
り、 選 択 的 ま た は 虚 偽 の 情 報 の伝 達 とい う 情 報 の 問 題 を 解 決 で き る と い う利 点 が あ
る。 とは い え この 問 題 も 、 各 工 程 で 必 要 とさ れ る情 報 が 需 給 動 向 に 関 す る も の で あ
る限 り、 情 報 を 持 つ 卸 が 商 品 を 企 画 し、 リス ク を 負 担 す る こ とに よ って 解 決 可 能 で
あ る 。 第 三 に 、 生 産 技 術 と密 接 に 関連 して い る 特 殊 な 設 備 の 場 合 に は 、 同 一 組 織 内
の 生 産 工 程 に組 み 込 む こ と に は 利 益 が あ ろ う が 、 織 布 の 生 産 設 備 は 高 い 汎 用 性 を持
つ た め 、 こ う した利 益 は ほ と ん ど存 在 しな い 。 こ の よ う に 、 織 布 の 生 産 に お い て は
一 連 の 工 程 を 統 合 す る こ との 利 益 は 必 ず し も大 き くは な い と言 え よ う 。 も っ と も 、
一 連 の 生 産 工 程 を統 合 して い る 企 業 も 存 在 して い る わ け で あ る か ら、 工 程 間 分 業 の




さ らに契約 理論 に拠 れ ば、物 的資 産へ の投資 が 重要 な場合 には生 産 に必要 な機 能
を単 一 の組 織 内 に統 合 す る とい う内部 組織 が望 ま しく、逆 に 人的資 産へ の投 資が 重
要な場 合 に は中間組 織 が選択 され る とい うこ とが 主張 され て い る16》。人的 資産 へ の
投 資行 動 を契 約 に明記 し、 それ を確実 に履 行 させ るこ とが 困難 で あ るため、投 資 費
用は 物的 資産 の所 有分 布 に関わ らず、 人的 投資 を行 う主体 に よ って負担 され る。 こ
の種 の投 資 に よって共 同利 潤 は増 加 す るが、実 現 した利 潤 の事後 的 な分配(Nash交渉
解)は物 的資 産 の所 有 分布 に依 存 し、物 的資 産(コ ン トロ ール の残 余権)を持 た ない 主
体 の威 嚇 点 は低 くな り、 共 同利 潤の分 配 は彼 に と って 不利 とな る。 そ の結 果 、彼 の
人的資 産 へ の投 資 は過 小 にな る。 この状況 で人 的投 資 を促 すた め に、投資 を行 う主
F
15)特に 毛 織 業 で は
、 綿 ス フ 織 物 業 や 化 合 繊 織 物 業 に 比 べ て そ の 傾 向 が 著 し い 。
16)GrossmanandHart(1986)やHartandMoore(1990)を参 照 の こ と
。
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体 が 自らの人 的資産 に 関連 す る物 的資 産 を所有 す る結果 、 中間組 織 が形成 さ れ るの
であ る。 た だ し、 あ る主体 の人 的資産 へ の投資 が他 と比較 して極 端 に重要 な場 合、
また は物 的資 産が価 値 を生み 出すた めに は特定 の 主体 の参加 が不 可欠 な場 合 には、
当該 の主体 が すべ ての物 的資 産 を所有 す る とい う内部組 織 が選択 され る。 さ らに、
一連 の物 的資 産 の内一 つで も欠 け た ら価値 が な い とい う意 味で 、資 産 が強 く補 完 的
な場 合 に も、 単一 の主体 が すべ て の物 的 資産 を所 有 し、 内部 組織 が形 成 され る こ と
にな る。
織 布 の生産 にお いて は、 物的 資産へ の投 資 は それ ほ ど重 要で は ない 。確か に、織
布工程 の中 間生産 物が価 値 を生 み 出すた め には染 色 ・整理加 工 が 必要 では あ るが 、
工程 が汎 用 的で あ るため特定 の主体 の参加 が 不可 欠 とい うわ けで もな い。 さ らに、
一連 の工 程 は相互 に補 完的 で はあ るが、 工程 の汎 用性 ゆ えに、 この こ とは必 ず しも
内部 組織 を導か ない。
企 画 と生 産の分 離
次 に、商 品企画 を行 う卸 が、 なぜ 生産 を委 託 す るのか を考 えて み よ う。 一般 に、
組織 の拡 大 は労働 者 の配置 の可 能性 を広 げ、 柔軟 な 人事管 理 を可能 にす る。 しか し
な が ら、 この こ とは次 の よ うな問題 を生 み 出す 。企画 と生 産 とい う異 な る機 能 を遂
行 す る労働 者の集 団 が組 織 内 に存在 し、彼 らの 間で の相互 交流 が促 進 され る と、機
能 間で の外部 効果 が発 生 し、個 々 の機 能 の利 潤へ の貢 献 を測定 す る こ とは 困難 とな
る。 その ため、パ フォ ーマ ンス と報 酬 との関 係 が不 明確 にな り、 労働 者の勤 労意欲
が低 下 す る可能性 が あ る。 また、 あ る集 団 は多 くの報 酬 を得 るた め に、非生 産的 な
影響 力 を行使 して分配 ル ール の変更 を試 み るか も知 れな い17}。この種 の影 響 力 を排
除 す るため に硬 直的 なル ールが 採用 され る場合 には、組 織 の柔 軟性 が低 下 し"官 僚
制 の弊害"が 生 じるこ とにな ろ う。 実際 、商 品企 画 と生産 とい う機 能 を円滑 に行 う
た めのル ーテ ィンは異 な ってお り、 これ らの機 能 を 同一組織 内 に統 合 す る場 合、相
互 に負 の外部 効果 を及 ぼ し合 う可能性 が あ る。 これ にた い して 、個 々 の機 能 を別 々
の組 織 が遂行 す る場 合 には 、 当該機能 の遂 行 に責 任 を負 う主体 とその結 果生 ず る利
益 を享 受す る主体 とが 一致 す るた め、モ ラルハ ザ ー ド的行為 を回避 す る ことがで き
17)MilgromandRoberts(1988)を 参 照 の こ と
。
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る の で あ る18)。
4-3前 近代 的 な取 引慣行:暖 昧な契 約
産 地で は商社 、親機 や 原 糸 メ ーカ ーな どが 中心 となって生 産 を組織 し、 全体 の統
合 や調 整 を担 って い る。 この際 、生 産卸 と各 生産 者 の間で は必 ず しも契約 の 内容 を
明確 に しな い まま取 引 が進 め られ てい る19)。なぜ 、 この よ うな取 引慣 行が維 持 さ れ
て い るのか?こ の こ との背 景 には、次 の よ うな事情 が あ る。繊 維 製 品の需要 は 不
確実 で、 変化 す る市況 に迅 速 に対 応す る こ とが繊 維 の生産 にお い ては極 めて 重要 で
あ り、多 くの裁量 の余 地 を残 した まま取 引 を行 う とい う慣 行 は、 その ため の工夫 と
して理解 す る こ とが で き る。
変化 す る環 境へ 効率 的 に適 応 す るたゆ の契約様 式 の一 つ に完全 かつ複 雑 な条件 付
き契約 があ るが、 この種 の契 約 は、取 引 主体 の制限 され た合理 性 ゆ えに、 それ を作
成 して 実行 す るこ とは不 可能 で あ る。確 かに、 い かな る状 況 にお いて も特定 の課 業
を遂行 す る とい う契 約 は実行 可能 で はあ るが、 この種 の固定 的契 約 の もとで は、不
確 実 かつ複雑 な環 境 の も とで次 々 に生 じる変化 に生産(販売)システ ム を適 応 させ る
こ とは困難 とな る。 逆 に、環 境 へ の効 率 的な 適応 の ため には、取 引 当事者 が果 た す
べ き課 業 の範 囲の み を事 前 に指 定 す るとい う"不 完備契 約"が 選 択 され よ う。 この
契約様 式 の も とで は、 実際 に果 た すべ き課業 は、 生起 した状 態 が明 らか にな った後
に決定 され るこ とにな る。
確 か に不完備 契約 の も とで は、取 引 主体 は機会 主義 的行 動 を とるか も知 れ な い。
しか しな が ら"繰 り返 しゲ τムの理 論"が 示唆 す るよ うに、長 期 にわ た る取 引 関係
そ の ものが、機 会 主義 的行 動 を抑 制す る可能 性 が あ る。実 際、1回限 りの取 引 にお い
て は 自 らの利 害 のみ が強調 され るであ ろ う。 とは いえ、取 引 当事 者が協調 的 行動 を
i
18》こ の 他 に も、 卸 が 下 請 業 者 に生 産 を 委 託 す る理 由 と して 、 賃 金 の 規 模 間 隔 差 が あ
る 。 実 際 、 織 布 の 下 請 業 者 は 規 模 が 小 さ く、 彼 ら の 加 工 賃 は 低 く抑 え られ て い る 。 こ
の こ との 背 景 に は 、 織 布 工 程 が 家 内 工 業 的 性 格 を持 ち 、 織 布 業 者 の 多 くが 兼 業 々 者 で
あ る とい う 事 情 が あ る 。 彼 ら は 農 業 な ど他 の 職 業 を 持 ち 、 貸 し与 え られ た,aを 用 い
て 農 閑期 や 夜 間 に 生 産 を 営 ん で い る 。 この 状 況 で は 、 卸 自 らが 賃 金 の 高 い 専 業 労 働 者
を雇 って 生 産 を行 う こ とは 、 必 ず しも 得 策 とは 言 え な い 。
19)契約 内 容 を 明 確 に しな い で 取 引 を 行 うの は 、 繊 維 の 流 通 に 特 有 の も の で は な く、




と るな ら ば 双 方 に と っ て 利 益 が あ り、 か つ 当 該 の 取 引 が 継 続 さ れ る 可 能 性 が あ る 場
合 、 彼 ら は 機 会 主 義 的 行 動 を と っ て取 引 を1回 限 りで 終 わ らせ る よ り も 、 長 期 的 な 利
益 の た め に 協 調 的 行 動 を 選 択 す る こ と に な ろ う 。
こ の よ う な 継 続 的 取 引 関 係 の も とで は 、 長 期 的 な 観 点 に 立 っ て 機 会 主 義 的 行 動 を
抑 制 す る た め に 、"評 判"の メ カ ニ ズ ム な どの 工 夫 が 利 用 さ れ る 。 こ の取 引 関 係 の
も とで は 、 各 期 ご とに パ フ ォ-マ ンス と報 酬 と を 一 致 さ せ る 必 要 は な く、 取 引 相 手
の 行 動 を 長 期 に わ た っ て モ ニ タ ー し、 そ れ に も とつ く多 様 な 誘 因 を 提 供 す る こ とが
可 能 と な る 。 実 際 、 卸 は す べ て の下 請 業 者 に 同 じ条 件 で 生 産 を 委 託 す る 必 要 は な く、
個 々 の 下 請 業 者 に た い す る取 引 条 件 を 、 過 去 に お け る彼 の取 引 の 歴 史(評 判)に 依 存
させ る こ と が で き よ う。 こ の 状 況 で は 、 下 請 け 業 者 は 自 らの 評 判 を 低 め る よ う な 機
会 主 義 的 行 動 を採 ら な くなる 。 こ の こ と は 卸 に つ い て も 同様 で 、 委 託 生 産 さ れ た 商
品 の 引 き取 り拒 否 な どの 機 会 主 義 的 行 動 は 、 そ の 対 象 とな っ た 下 請 業 者 の み な らず 、
他 の 下 請 業 者 が 持 つ 卸 に た い す る評 判 を低 め る こ と に よ っ て 、 彼 ら の パ フ ォ ー マ ン
ス を も 低 下 さ せ る 。 そ れ ゆ え 、 卸 も ま た 機 会 主 義 的 行 動 を と ら な くな る 。 そ して 、
長 期 に わ た る 継 続 的 な取 引 関 係 の 中で 培 わ れ た 相 互 理 解 が 、 取 引 当 事 者 間 の 信 頼 関
係 を 強 化 す る が ゆ え に 、 契 約 に細 部 ま で 書 き込 む 必 要 が な くな り、 契 約 は 部 外 者 に
と っ て 曖 昧 の も の と な る。 とは い え 、 こ の こ と に よ って 取 引 費 用 は 節 約 さ れ よ う 。
同 一 組 織 内 で 生 産 を 行 う こ と の 利 点 の 一 つ は 、 作 業 内 容 を細 部 ま で 規 定 せ ず に 生
産 を行 い 、 変 化 す る環 境 に迅 速 に 適 応 さ せ る こ と が で き る とい う 点 に あ る 。 織 布 の
生 産 に お い て は 、 同 一 地 域 内 で の 生 産 工 程 と い う性 格 に よ っ て 、 内 部 組 織 化 の 利 点
が も た ら さ れ て い る 。 言 葉 や 生 活 習 慣 な ど の 共 通 性 の 高 い 日 本 で 、 しか も 同 一 地 域
内 の 同 一 生 産 者 集 団 の 間 で は 一 層 共 有 して い る も の は 多 い 。 こ う し た 状 況 で は 、 評
判 と い う シ ン ボ ル も 共 有 さ れ 易 く、 そ れ に も と つ い て 機 会 主 義 的 行 動 も 抑 制 さ れ よ
う 。 ま た 迅 速 な情 報 伝 達 も可 能 で あ り、 内部 組 織 と い う形 態 を と らな くと も 、 生 産
シ ス テ ム の 調 整 を容 易 に 行 え る よ うに な って い る20)。
20同 様 の 理 由 か ら
、 北 イ タ リア や 米 国 の ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 州 な どで も 繊 維 の 産 地 が
形 成 さ れ て い る。 北 イ タ リア の 実 情 に つ い て は 、 岡 本(1994)を参 照 の こ と。
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5返 品制:リ ス ク配分 、販 売促 進お よび情 報 伝達
ア パ レル の 流 通 に お い て は 、 しば しば 返 品 の 慣 行 が 見 受 け られ る。 この 制 度 の も
と で は 、 欠 陥 商 品 の み な らず 、 売 れ 残 っ た 商 品 は 小 売 業 者 か ら卸 へ と返 品 さ れ る 。
な ぜ 返 品 が 行 わ れ る の か?以 下 で は 、 こ の 問 題 に つ い て 検 討 す る。
5-1需 要 不 確 実 性 下 で の 生 産 ・販 売 戦 略
需 要 が 不 確 実 で な け れ ば 、 需 要 に 応 じ た注 文(生 産)を 行 う こ と に よ って 、 売 れ 残
りが 生 じる こ と は な い 。 需 要 が 不 確 実 だ と して も 、 商 品 の 価 値 が 時 間 の 経 過 と と も
に低 下 しな い な らば 、 小 売 業 者 に と っ て の 返 品 の メ リ ッ トは 主 と して 在 庫 費 用 の 軽
減 な ど 限 られ た も の とな ろ う 。 しか しな が ら、 衣 料 品 の 多 く、 と りわ け フ ァ ッ シ ョ
ン性 の 高 い衣 服 は 、 需 要 が 不 確 実 で 陳 腐 化 も 早 い 。 ま た 生 産 の リー ドタ イ ム は3-
4ヶ 月 と長 く、 需 要 の状 態 が 明 らか に な っ て か ら追 加 的 な 生 産 を 行 う こ と1ま必 ず し
も 容 易 で は な い 。 さ らに 、 こ の 種 の 商 品 の 販 売 を 促 進 す る 上 で 、 小 売 店 頭 で の 商 品
展 示 が 重 要 な 役 割 を演 じて い る 。 小 売 業 者 が 販 売 リス ク を 負 担 す る 買 取 契 約 の も と
で は 、(所 与 の 価 格 の も とで の)売 れ 残 りに も と つ く損 失 を 恐 れ る 彼 らの 注 文 量(=生
産 量)は 、 チ ャ ネ ル 全 体 の 効 率 的 な 販 売 促 進 に 必 要 な 店 頭 展 示 量 を 下 回 るか も 知 れ な
い 。 こ の 状 況 で 、 小 売 業 者 か ら多 くの 注 文 量 を 引 き 出 す 一 つ の 方 法 は 、 彼 らの 販 売
リス ク を 軽 減 す る こ とで あ る 。 小 売 業 者 が 売 り残 した 商 品 を卸 が 引 き取 る と い う返
品 制 の 導 入 に よ っ て 、 両 者 間 で の 販 売 リス ク の 移 転 が 可 能 と な り、 卸 ま た は チ ャ ネ
ル 全 体 に と っ て の 望 ま し い 店 頭 展 示 量 を 確 保 す る こ とが 可 能 と な る 。
実 際 、 成 生 ・湯 本(1999)が論 じて い る よ うに 、1)需 要 の 不 確 実 性 が 大 き く、2)
需 要 の 状 態 が 明 らか に な る 前 に 生 産 が 完 了 し、 需 要 の状 態 が 明 らか に な っ た 後 に 追
加 的 な 生 産 を 行 う こ と が 困 難 で 、 か つ3)限 界 生 産 費 用 が 低 い 場 合 、 市 場 取 引(買 取
契 約)の も とで は 、 需 要 低 迷 期 にお け る 低 価 格 で の 販 売 に も とつ く損 失 を恐 れ る 小 売
業 者 の 注 文 量 は 、 チ ャ ネ ル 全 体 の 期 待 利 潤 最 大 化 水 準 よ り も少 な くな る 。 こ の 状 況
で 返 品 制 が 導 入 さ れ る な ら ば 、 買 い戻 し価 格 を 下 回 る 小 売 価 格 で 消 費 者 に 販 売 す る
よ り・も、 売 れ 残 っ た 商 品 を卸 に 引 き取 つ て も ら う 方 が 小 売 業 者 に と っ て 有 利 とな り、
彼 らは 低 価 格 で の 販 売 を 回 避 す る こ とが で き る 。 そ して 卸 は 、 出 荷 価 格 と買 い 戻 し
価 格 を 適 切 に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 自 ら に と っ て 望 ま しい 生 産 量(=注 文 量)を 小 売





5-2リ ス ク分 担 と販 売 促 進 へ の 誘 因
返 品 制 の も とで は 、 販 売 リス ク は主 に卸 に よ っ て 負担 さ れ る 。 逆 に 買 取 契 約 の も
とで は 、 す べ て の 販 売 リス ク は 小 売 業 者 に よ って 負 担 さ れ る。 した が って 、 小 売 業
者 が 卸 よ りも リス ク 回 避 的 な 場 合 に は 、 返 品 制 が 望 ま しい リ ス ク 配 分 を導 く し、 逆
の 場 合 に は 買 取 制 が 選 択 さ れ る 。 こ の よ うな リス ク の 配 分 問 題 を 考 え る際 に 留 意 す
べ き こ と は 、 あ る商 品 が 売 れ な い 時 に は 代 替 財 で あ る他 の 商 品 が 売 れ る と い う よ う
に 、 流 通 業 者 は 多 様 な 商 品 を 扱 う こ と に よ っ て 、 販 売 リ ス ク を プ ール す る こ と が で
き る とい う こ とで あ る 。 こ の こ と は、 流 通 業 者 に よ る リス ク 負 担 の 根 拠 と な る 。 こ
の 際 、 リス ク プ ー リ ン グ は 取 り扱 う商 品 の 種 類 が 多 い ほ ど、 換 言 す れ ば 、 品 揃 え の
範 囲 が 広 い ほ ど有 効 に機 能 す る 。 そ して 品 揃 え の広 さ は 、 他 の 条 件 を 一 定 とす れ ば 、
営 業 の 規 模 と相 関 す る か ら、 大 規 模 な 流 通 業 者 ほ ど リス ク プ ー リ ン グ能 力 も 高 くな
る。 した が っ て、 小 売 業 者 が 総 じて 小 規 模 な 我 国 で は 、 返 品制 が 多 く用 い ら九 て い
るの で あ る 。 ま た 、 大 規 模 量 販 店 の 台 頭 は ア パ レル 取 引 に お け る 買 取 制 の ウ ェ イ と
を 高 め る効 果 を持 と う。
他 面 返 品制 の も と で は 、 リス ク を負 担 しな い 小 売 業 者 は 、 品 切 れ を 回 避 す る た め
に 過 大 な 注 文 を行 う か も 知 れ な い 。 こ の よ う な 注 文 が 忠 実 に 生 産 さ れ る場 合 に は 、
大 量 の 売 れ 残 りが 発 生 し返 品 が 増 加 す る。 こ れ ら の 売 れ 残 り商 品 は 資 源 の 無 駄 を 意
味 す る か ら、 生 産 費 用 が 高 い場 合 に は 損 失 も ま た 多 くな る。 こ の 状 況 で は 、 小 売 業
者 の 過 大 な 注 文(生 産)を 回 避 す る た め に 、 生 産 者 が 生 産 量 を決 め 、 そ の販 売 を 小 売
業 者 に 委 託 す る こ と に な ろ う 。 こ の 状 況 で も 、 需 要 が 低 迷 す れ ば 売 れ 残 りは 発 生 す
る 。 返 品 さ れ た 商 品 は ど うな る の か?あ る 場 合 に は 生 産 者 の ブ ラ ン ド ・イ メ ー ジ
を 守 る す る た め に処 分 さ れ る が 、 多 くの場 合 は 、 卸 の 手 を 経 て 他 の 小 売 業 者 へ と流
れ て い く。 こ の 機 能 を 果 た す の が 卸 間 の仲 間取 引 で あ り、 こ の こ と に よ っ て 流 通 経
路 は 長 くな る21》。
ま た 返 品 制 の も とで は 、 小 売 業 者 は 売 れ 残 り リス ク を 負 わ ず に 済 む か ら、 買 取 契
約 と比 べ て 、 販 売 促 進 活 動 へ の 努 力 が 低 下 す る の は 避 け られ な い 。 そ の 意 味 で 、 小
売 業 者 が 販 売 促 進 上 重 要 な 役 割 を 果 た す 場 合 に は 、 彼 らへ の 誘 因 提 供 と い う点 で 返
品 制 に は 問 題 が あ り、 こ の 時 に は 販 売 促 進 へ の 誘 因 を確 保 す る手 段 を別 途 用 意 せ ざ
21)Nariu(1996>およ び成 生 ・湯 本(1999)が論 じた よ う に 、 小 売 業 者 の 積 極 的 な 注 文 を
引 き 出 す 代 替 的 な 方 策 は 、 小 売 マ ー ジ ン を 高 く設 定 す る こ と で あ る 。 そ の 意 味 で は 、
再 販 制 と返 品制 と は 類 似 した 機 能 を果 た す こ とに な る 。
一 ユ9-
る を 得 な い 。 この た め の 工 夫 と して 、 リベ ー トや 派 遣 店 員 制 が あ る。 フ ァ ッ シ ョ ン
性 の 高 い 衣 服 は 、 百 貨 店 に 陳 列 す る メ リ ッ トは 大 き く、 そ の 意 味 で 強 い 立場 に あ る
百 貨 店 は 、 製 造 卸 に た い して 返 品 制 の 導 入 を 要 求 した 。 こ の 制 度 の も と で は 、 百 貨
店 の 販 売 促 進 活 動 が 低 下 し、 返 品 率 が 高 くな るの は 当然 で あ ろ う。 そ れ ゆ え、 製 造
卸 は 自 ら販 売 員 を 派 遣 し、 販 売 促 進 を 行 って い る の で あ る 。 そ して こ の こ と が 、 百
貨 店 の 情 報 収 集 努 力 を 低 下 させ 、 製 品 企 画 力 を 弱 体 化 さ せ る 要 因 とな っ た 。 逆 に 製
造 卸 は 、 消 費 動 向 に 関 す る情 報 を 蓄積 し、 製 品 企 画 力 を 向 上 さ せ る こ とが で き た の
で あ る。
5-3チ ャ ネ ル 内 の 情 報 伝 達
返 品 制 は ま た 、 チ ャネ ル 内 の 情 報 伝 達 を 円 滑 に す る。 チ ャ ネ ル の パ フ ォ-マ ンス
は 、 各 々 の構 成 員 が 持 つ 情 報 に 依 存 す る 。 仮 に、 卸 の み が 消 費 動 向 に 関 す る情 報 を
持 ち 、 小 売 業 者 は そ の 種 の 情 報 を 持 っ て い な い と も の しよ う 。 こ の 時 、 需 要 の状 態
を識 別 で きな い 小 売 業 者 は 、 状 態 に応 じて 注 文 計 画(出 荷 価 格=仕 入 価 格 と注 文 量 と
の 関 係)を 変 え る こ と が で き ず 、 すべ て の 状 態 にお い て 同 じ注 文 計 画 を 立 て ざ る を 得
な い 。 そ れ ゆ え 、 卸 に と っ て の 需 要 関数:も状 態 に は依 存 しな い こ と に な り、 こ の も
とで の 利 潤 最 大 化 を 行 動 目 的 と す る卸 は 、 す べ て の状 態 に お い て 一 定 の 出 荷 価 格 を
設 定 す る 。 した が っ て 、 チ ャ ネ ル は 状 態 に 応 じた 価 格 設 定 を 行 え ず 、 卸 が 持 つ 情 報
は 利 用 さ れ な い こ と に な る 。 他 方 、 両 者 が 情 報 を共 有 す る場 合 に は 、 小 売 業 者 の 注
文 計 画 は 生 起 した 状 態 に 依 存 し、 卸 に と っ て の 需 要 関 数 も ま た 状 態 に依 存 す る 。 こ
の 時 に は 、 真 の 需 要 の 状 態 を知 って い る卸 の 出 荷 価 格 は 生 起 した 状 態 ご と に 異 な り、
状 態 に 応 じ た 価 格 設 定 が 可 能 とな る 。 した が って 、 チ ャ ネ ル の 期 待 共 同利 潤 は 増 加
す る 。
こ の よ う に 、 卸 と 小 売 業 者 との 間 で の 需 要 情 報 が 非 対 称 な 場 合 、 情 報 伝 達 が 可 能
で あ れ ば チ ャ ネ ル の 効 率 は 改 善 さ れ る 。 そ れ で は 、 卸 が 所 有 す る情 報 を い か に して
小 売 業 者 に 伝 達 す る の か?買 取 契 約 の も とで は 、 販 売 リス ク を 負担 しな い 卸 は 、
小 売 業 者 か ら多 く注 文 を 引 き 出 す た め に 、 需 要 情 報 を 歪 め て 伝 達 し よ う と す る。 こ
の こ と を 予 想 す る 小 売 業 者 は 、 卸 が 開 示 す る情 報 を信 用 しな い が た め 、 情 報 伝 達 は
行 わ れ な い 。 他 方 返 品 制 の も とで は 、 卸 は 売 れ 残 っ た 商 品 を 引 き取 ら な け れ ば な ら
ず 、 需 要 を 過 大 に 伝 え て 多 くの 注 文 量 を 引 きだ した と して も、 そ の こ とは 返 品 量 の
増 加 を も た ら し、 そ の 分 の 生 産 費 用 は 無 駄 とな る 。 そ れ ゆ え 、 卸 は 正 しい情 報 を 開




チ ャ ネ ル 内 で の 情 報 伝 達 の 基 盤 で あ り、 両 者 が 情 報 を 共 有 す る こ と に よ っ て チ ャ ネ
ル の効 率 は 向 上 す る。 逆 に 、 小 売 業 者 の み が 情 報 を 持 つ 場 合 に は 、 彼 が 販 売 リス ク
を 負 担 す る 買 取 契 約 が 、 チ ャ ネ ル の 効 率 的 な運 営 の 観 点 か ら選 択 さ れ よ う 。
アパ レル の 分 野 で は 、 消 費 動 向 に つ い て の情 報 を収 集 し、 製 品 を 企 画 す るの は製
造 卸 で あ る。 ま た 消 費 地 卸 も、 小 売業 者 の 販 売 情 報 を 収 集 ・解 析 す る こ と に よ っ て 、
か つ て は 個 々 の 小 売 業 者 よ りも 多 くの 消 費 動 向 に 関 す る情 報 を 持 っ て い た 。 チ ャ ネ
ル を効 率 的 に 運 営 す る た め に は 、 こ の 種 の 情 報 を 小 売 業 者 に 伝 達 す る 必 要 が あ る 。
返 品制 は 、 こ の た め の 工 夫 と して も理 解 す る こ とが で き る 。
6ア パ レル の流 通 とそ の変遷
この節 で は、アパ レル の流通 の変遷 、特 に消費 地卸 の機能 とそ の衰退 を、 流通 に
お け る効 率的 情報伝 達 の観 点か ら概述 する。
6-1消 費 地 卸
アパ レル 生 産 の 中 心 は 製 造 卸(ア パ レル ・メ ー カ ー)で あ り、 彼 らは 消 費 動 向 に 関
す る情 報 を 収 集 し、 そ れ に も と つ い て 商 品 を企 画 し生 産 を組 織 す る 。 ア パ レル 商 品
は 多 種 多 様 で 、 フ ァ ッシ ョ ン性 の 高 い 婦 人 服 に は1点 あ た り100着程 度 しか 生 産 さ れ
な い 商 品 も あ り、 生 産 の ロ ッ トサ イ ズ は 総 じて 小 さ い 。 ま た 、 生 産 に お け る規 模 の
経 済 性 は 大 き くな く、 そ の た め 多 数 の 中 小 企 業 に よ っ て 生 産 さ れ て い る 。 製 造 卸 は
企 画 した 商 品 の 一 部 を 自社 工 場 で 生 産 す る こ と も あ る が 、 多 くの 場 合 、 下 請 業 者 に
生 産 を 委 託 して い る。 生 産 さ れ た 商 品 の 多 くは 、 製 造 卸 か ら小 売 業 者 へ と直 接 流 れ
るが 、 一 部 は 消 費 地 卸 の 手 を 経 由 す る も の も あ る 。 こ の 流 通 ル ー トは 、 近 年 そ の ウ
ェ イ トを 低 下 さ せ て い るが 、 か つ て は ア パ レル 流 通 の 主 流 で あ っ た 。 な ぜ 消 費 地 卸
が 存 在 す る の か?ま た 、 な ぜ 彼 らは 衰 退 した の か?こ れ らの 問 題 に つ い て 考 え
て み よ う 。
消 費 地 卸 が 存 在 す る理 由 は 、 彼 らが 所 有 す る情 報 に あ る 。 消 費 地 卸 は 、 特 定 の 地
域 の 消 費 者 に 関 す る多 く の情 報 を 持 ち 、 そ の情 報 を利 益 に転 換 す る た め に 、 製 造 卸
と 小 売 業 者 の 間 に 介 在 す る 。 確 か に 、 消 費 地 卸 が 所 有 す る情 報 を製 造 卸 に 売 却 す る
と い う 方 法 も 考 え られ る が 、 す で に 述 べ た 情 報 の 性 質 か ら、 こ の こ と は 困 難 で あ る。
代 替 的 な 方 法 は 、 情 報 を所 有 す る消 費 地 卸 自 ら が 流 通 プ ロ セ ス に 介 入 す る こ とで あ
一21一
り、 そ の 結 果 、 流 通 経 路 は 多 段 階 に な る 。 しか しな が ら 、 こ れ だ け で は 説 明 は 完 結
して お ら ず 、 い くつ か の 側 面 か ら補 強 す る 必 要 が あ る。
第 一 に 、 な ぜ 製 造 卸 が 小 売 業 者 と直 接 取 引 し、 よ り多 くの 消 費 情 報 を得 よ う とは
しな い の だ ろ う か?商 品 を 企 画 す る 製 造 卸 に と って 、 消 費 者 の 嗜 好 につ い て の 情
報 は 多 い 方 が 望 ま しい 。 確 か に 、 小 売 業 者 と の 直 接 取 引 に よ っ て 多 く の情 報 を 得 る
こ と が で き よ うが 、 情 報 の 入 手 先 が 増 え る に伴 い 費 用 も ま た 増 加 す る。 一 部 の 衣 料
品 の場 合 に は 、 個 人 間 あ る い は 地 域 間 の 消 費 者 の 嗜 好 に は か な りの 相 違 が み られ た
と して も 、 全 体 と して の 消 費 動 向 は 安 定 的 で あ る こ とが 多 い 。 こ の 場 合 に は 、 個 々
の 小 売 業 者 か ら情 報 を集 め る こ と か ら の 利 益 が 、 そ の た め の 費 用 を 下 回 る可 能 性 が
高 く、 製 造 卸 に と って 消 費 地 卸 か ら間 接 的 に 伝 達 さ れ る情 報 に も とつ い て 商 品 企 画
を 立 て る 方 が 有 利 と な る 。 こ の よ うに 、 すべ て の 情 報 が 常 に 流 通 経 路 を 通 じて 流 れ
る わ け で は な い し、 そ の こ と が 費 用 を考 慮 し た 時 に 望 ま しい わ け で も な い 。
次 に 小 売 業 者 の 対 応 に つ い て 検 討 し よ う 。 小 売 業 者 は 直 接 消 費 者 と対 応 して お り、
顧 客 に 関 す る多 く の情 報 を 手 に 入 れ る こ とが で き る。 小 売 業 者 に と って 、 自 らが 保
有 す る 情 報 に も とつ い て 品 揃 え を 決 定 し、 消 費 地 卸 を通 さ ず に 製 造 卸 と直 接 取 引 を
す る こ と は 可 能 で あ る。 に も か か わ らず 、 な ぜ 彼 ら は そ う し な い の か?個 々 の 小
売 業 者 の 顧 客 は 、 店 舗 の 立 地 場 所 に よ っ て 若 干 異 な っ て い よ う が 、 一 定 の 地 域 内 に
位 置 す る 小 売 店 舗 で あ れ ば 、 そ こ に集 ま る消 費 者 の 嗜 好 に 大 きな 相 違 が あ る とは 思
わ れ な い 。 こ の た め 、 地 域 の 消 費 者 の 情 報 を 収 集 し、 そ れ を分 析 す る活 動 に は 規 模
の 経 済 性 が あ る と 考 え られ る 。 こ の こ と と専 門 化 の 利 益 に も とつ く情 報 収 集 が 、 消
費 地 卸 が 流 通 プ ロ セ ス に 介 在 す る根 拠 で あ り、 彼 らは 消 費 動 向 に 関 す る情 報 を 縮 約
して 生 産 者 へ と伝 達 して い る。
確 か に 、 各 々 の 小 売 業 者 が 収 集 した 情 報 を 分 析 す る よ りも 、 こ う した 専 門業 者 に
そ れ を委 ね る 方 が 費 用 を 節 約 で き る 。 しか しな が ら、 収 集 ・分 析 され た 情 報 の み を
売 買 す る こ とは 、 す で に 説 明 した よ う に 、 情 報 に 特 有 な性 質 ゆ え に 困 難 で あ る 。 こ
の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 消 費 地 卸 は 自 ら商 品 の 取 引 を 行 う 。 とい うの は 、 仕 入 に
伴 う 自 らの リス ク 負 担 が 、 情 報 の 信 頼 性 を あ る程 度 保 証 す る か らで あ る。 こ の よ う
に して 、 消 費 地 卸 は 生 産 情 報 を 縮 約 して 小 売 業 者 へ と伝 達 し、 生 産 者 と小 売 業 者 と





ま で も な い22)。
こ の よ う な 消 費 地 卸 は 、 品揃 え形 成 に お い て も 小 売 業 者 よ り有 利 な 立 場 に あ る こ
と に 注 意 した い 。 こ の た め 小 売 業 者 は 、 品揃 え の 決 定 さ え も実 質 的 に 消 費 地 卸 に 委
ね る と い っ た 事 態 も 生 じた の で あ る。 と は い え 、 消 費 地 卸 の 情 報 に 価 値 が あ る と し
て も 、 そ れ が 完 全 で あ る わ け で は な い 。 そ れ ゆ え 、 そ れ に も とつ い て 商 品 を 仕 入 れ
た と して も 、 そ の 販 売 に は あ る 程 度 の リス ク が 伴 う。 買 取 制 の も と で は 、 こ の 種 の
リス ク は 小 売 業 者 に よ って 負 担 さ れ る。 こ の状 況 で は 、 リス ク を 負 担 しな い 消 費 地
卸 が 適 切 な 仕 入 を行 う と い う保 証 は な く、 彼 ら を 媒 介 とす る 取 引 制 度 が う ま く機 能
しな くな る可 能 性 が あ る 。 返 品 制 は こ の 問 題 に 対 処 す る た め の 工 夫 で あ り、 こ の も
とで は 消 費 地 卸 自 ら が 売 れ 残 り リス ク を 負 担 す る こ とに な り、 不 適 切 な 品 揃 え は 彼
ら 自 身 に 損 失 を も た ら す 。 した が って 彼 ら は 、 消 費 動 向 に 関 す る情 報 を 収 集 ・解 析
し、 そ れ に も と つ く適 切 な 品揃 え の 形 成 に 努 め る の で あ る 。
6-2流 通 シ ス テ ム の 変 遷
高 度 成 長 期 が 終 わ り1970年代 に 入 る と、 消 費 者 の 嗜 好 が 多 様 化 し、 商 品 企 画 の 決
定 に 際 して 、 消 費 動 向 に 関 す る 多 くの 情 報 を迅 速 に 収 集 ・解 析 す る こ と の 重 要 性 が
高 ま っ て き た 。 こ の こ とが 、 情 報 技 術 の 進 展 と と も に、 製 造 卸 と消 費 者(小 売 業 者)
との 距 離 を 短 く す る 方 向 で の 流 通 シ ス テ ム の 変 更 を 促 した の で あ る 。 以 下 で は 、 ア
パ レル の 流 通 経 路 の 変 遷 を製 造 卸 の 小 売 業 へ の 進 出 、 ブ ラ ン ド(評判)の 確 立 、 さ ら
に は 量 販 店 の発 展 と い う三 つ の側 面 か らみ て い こ う。
メ ー カ ー の 小 売 業 へ の 進 出
衣 服 、 特 に フ ァ ッ シ ョ ン性 の 高 い 婦 人 服 に つ い て は 、 消 費 者 の 嗜 好 が 多 様 化 して
お り、 品 数 が 多 く陳 腐 化 も 早 い 。 こ う した 商 品 に 関 して は 、 適 切 な 企 画 を行 う 上 で 、
消 費 動 向 に 関 す る 多 くの 情 報 を 迅 速 に収 集 す る 必 要 が あ る 。 他 方 、 すべ て の 消 費 者
が 確 た る 嗜 好 を持 っ て い る わ け で は な く、 製 造 ・販 売 す る側 か ら の 情 報 提 供 が 流 行
を創 り出 し、 商 品 の 売 れ 行 き に 小 さ くな い影 響 力 を持 つ の も事 実 で あ る。 そ の 意 味
で は 、 多 様 化 と は い っ て も、 一 定 の トレ ン ドの 中 で の 多 様 化 に 過 ぎ な い 。 こ の よ う
な 状 況 で は 、 商 品 を 企 画 す る製 造 卸 に と っ て 、 消 費 情 報 を 収 集 した り流 行 を 創 り出
22)消費 地 卸 や 製 造 卸 の他 に も 、 繊 維 ・ア パ レル の 流 通 に お い て は しば しば 、 リス ク
を 負 担 しつ つ 需 給 の 調 整 を 行 う集 散 地 卸 が 介 在 す る。
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す 上 で 、 消 費 者 と直 接 取 引 す る こ と の メ リ ッ トが 大 き くな る 。 こ の た め、 一 部 の 製
造 卸 が 直 接 小 売段 階 へ と進 出 した 結 果 、 消 費 者 卸 が 排 除 さ れ 、 流 通 経 路 が 短 くな っ
た の で あ る 。
衣 服 の 流 通 経 路 は さ ま ざ まで あ る が 、 紳 士 服 や 婦 人 服 の 代 表 的 な 流 通 経 路 の 一 つ
は 、 ナ シ ョナ ル ・ブ ラ ン ドの 製 造 卸 が 百 貨 店 を 通 じて 販 売 す る と い う も の で あ る 。
また ワ ー ル ド、 イ トキ ン と い っ た 急 成 長 を 遂 げ た 婦 人 服 の 製 造 卸 は 、 い わ ゆ る"オ
ン リ ー ・シ ョ ヅ プ"を 通 して 商 品 を販 売 して い る 。 こ れ も 一 つ の 代 表 的 な 流 通 経 路
で あ る。 後 者 の 例 で は 製 造 卸 が 直 接 小 売 業 ま で 進 出 して い る の に た い して 、 前 者 で
は 百 貨 店 を経 由 す る 長 い 経 路 とな っ て い るが 、 製 造 卸 の 小 売 業 へ の 進 出 と い う点 で
は 同 じで あ る・。 周 知 の よ う に 、 一 部 の 製 造 卸 は 百 貨 店 と委 託 契 約 を 結 び 、 店 員 を 派
遣 しつ つ 自 らが 販 売 を担 当 して い る 。 こ う した 事 情 を 考 慮 す れ ば 、 表 面 的 に は 製 造
卸 か ら 百 貨 店 を通 す 経 路 で あ っ て も 、 多 少 極 端 な 言 い 方 を す れ ば 百 貨 店 は店 舗 貸 業
務 を や って い る に 過 ぎず 、 品 揃 え か ら 小 売 段 階 に お け る販 売 促 進 ま で 、 製 造 卸 の 責
任 と リス ク 負 担 で 遂 行 さ れ て い る の で あ る 。 製 造 卸 は 、 百 貨 店 との 取 引 の過 程 で 消
費 動 向 に 関 す る さ ま ざ ま な 情 報 を 蓄 積 し、 そ れ を 積 極 的 に 商 品 企 画 に 活 用 す る こ と
に よ っ て 大 き く発 展 した の で あ る 。
ブ ラ ン ド(評判)の 確 立
消 費 地 卸 の 役 割 の 一 つ は 、 生 産 者 と小 売 業 者 の 間 の 情 報 懸 隔 を 架 橋 す る こ と に あ
る。 こ う した 機 能 の 重 要 性 が 低 下 す れ ば 、 消 費 地 卸 の 存 在 意 義 は 弱 くな り、 流 通 経
路 が 短 くな る可 能 性 が あ る 。 衣 料 品 で は 、 肌 着 が 一 つ の 例 で あ ろ う 。 メ リヤ ス 肌 着
の 流 通 は 、 か つ て は 問 屋 が 中 心 で あ っ た が 、 グ ン ゼ の シ ェ ア 拡 大 と と も に ニ ッ ト肌
着 の 流 通 経 路 は 大 き く変 化 した 。 そ れ ま で の肌 着 に は 質 の 悪 い 商 品 が 少 な くな か っ
た が 、 グ ンゼ は 優 れ た 製 品 を 生 産 す る と 同 時 に 、 宣 伝 広 告 を通 じて ブ ラ ン ドを確 立
し、 消 費 者 か ら品 質 へ の 大 き な 信 頼 を 得 た 。 も ち ろ ん 、 こ う した マ ー ケ テ ィ ン グ 戦
略 が 行 わ れ た 背 景 に は 、 テ レ ビ の 普 及 を は じめ とす る情 報 化 の 進 展 が あ る 。 こ の よ
う に して 、 高 い 評 判 を持 つ ブ ラ ン ドが 確 立 さ れ る と 、 多 くの 小 売 業 者 が 当 該 の生 産
者 を 知 る よ う にな り、3節2項 で 論 じた よ う に 、 生 産 者 と 小 売 業 者 と の 間 の情 報 懸 隔
が 縮 小 さ れ 、 卸 が 介 在 す る 必 要 性 は 小 さ くな る 。 実 際 グ ン ゼ は 、 か つ て は 問 屋 機 能
を 利 用 して い た が 、 そ の 後 販 社 を 設 立 して 問 屋 の 大 部 分 排 除 す る と い う流 通 経 路 に
i
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変 え て い っ た の で あ る23)。
量販 店 の 台頭
肌 着 の流通 経路 が 変化 して い ったも う一 つの 要因 に、量 販店 の発展 があ る。大規
模 量販 店 の 台頭 に よって 小売業 者 の知 名度 が 高 まれ ば、生 産者 と小売業 者 との間 の
情 報懸 隔 も縮 小 され、 卸 の排 除 が可能 とな る。 しか し、量 販店 が流 通経路 に影響 を
与 えた のは肌 着 に留 ま らな い。 小売業 者 が大 型化 し、多数 の消 費者 を相手 に取 引 を
す る場 合 、情報 の収 集 にお け る規 模 の経済 性 ど専 門化 の利益 を 自らの もの とす るこ
とが で きる。 その意 味 で、量 販店 に と って消 費地 卸 を利 用 す る必要 はな く、 自らが
持 つ情 報 に も とつ いて 品揃 え を形 成 す るこ とが可 能 とな ったの であ る。 さ らに一部
の小売 業者 に とっては、 自 らが情 報 を解 析 して商 品企画 を行 うこ とが割 に合 う よ う
にな って い る。実際 、消 費地卸 を通 さず に製造 卸 や集散 地卸 と直接 取 引 した り、 自
らがPB商 品 を企画 して 生産 を委 託す る小 売業 者 が増 えて い るのは、 こう した理 由
に拠 るので あ る。
こ れ ら の こ と を 踏 ま え れ ば 、 ア パ レル の 流 通 の 変 遷 は 次 の よ う に 説 明 さ れ る 。
か つ て は 製 造 卸 と小 売 業 者 と の 間 に消 費 地 卸 が 介 在 し、 両 者 間 の 情 報 懸 隔 を 架 橋 し
て い た 。 フ ァ ッ シ ョ ン 性 が 高 く陳 腐 化 の 早 い 衣 服 は 、 あ る 意 味 で は そ の ほ と ん ど が
新 製 品 で あ り、 そ の 需 要 に つ い て は、 商 品 を 企 画 した 製 造 卸 が 多 くの 情 報 を持 っ て
い る 。 ま た 、 商 品 の 販 売 促 進 上 、 一 定 量 の 店 頭 展 示 が 不 可 欠 で あ り、 そ れ を確 保 す
る た め に は 、 小 売 業 者 に 需 要 情 報 を伝 達 し、 彼 らか らの 注 文 を 引 き出 さ な け れ ば な
らな い 。 返 品 制 は 、 小 売 業 者 の 販 売 リス ク を 軽 減 す る と と も に 、 こ の 種 の 情 報 伝 達
を 可 能 に して い た の で あ る。1970年代 に 入 る と消 費 の 多 様 化 が 進 展 し、 商 品 企 画 上 、
消 費 動 向 に 関 す る 多 くの 情 報 を迅 速 に 収 集 す る こ と の重 要 性 が 増 大 した 。 こ の 種 の
情 報 の 迅 速 な 入 手 の た め に 、 製 造 卸 と 小 売 業 者 との 直 接 取 引 が 必 要 とな っ た ば か り
で な く、 あ る場 合 に は 製 造 卸 の 小 売 業 へ の 進 出 も 生 じた の で あ る 。 そ の 結 果 、 消 費
地 卸 が 排 除 さ れ 流 通 経 路 が 短 くな った の で あ る 。 ま た、 製 造 卸 に よ る ブ ラ ン ドの 確
立 や 大 規 模 な 量 販 店 の 展 開 、 さ らに は 情 報 技 術 の 進 展 も 、 製 造 卸 と 小 売 業 者 との 間
の 情 報 懸 隔 を縮 小 し、 経 路 の 短 縮 を 促 し た 。
23)流通 問 題 研 究 協 会(1981)
、p.94。
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6-3最 近 の 動 向:製 販 提 携
1980年代 の 後 半 以 降 、 消 費 の 多 様 化 が 一 層 進 み 、 商 品 の 陳 腐 化 も早 くな っ て い る 。
消 費 の 多 様 化 に対 処 す る た め に 、 小 売 業 者 の 品 揃 え は 広 くな り、 こ の 際 商 品 の 在 庫
費 用 を押 さ え る た め に 、 販 売 に 応 じた 仕 入 れ を 行 う 必 要 が あ る 。 こ の こ とが 陳 腐 化
の 加 速 と相 侯 っ て 、 変 化 す る 消 費 動 向 に迅 速 に 対 応 で き る 製 品 企 画 体 制 の構 築 が 、
チ ャ ネ ル に と っ て極 め て 重 要 な も の とな っ た 。 こ の状 況 で 、 情 報 技 術 の 発 展 に よ り
大 量 のPOS情 報 を 迅 速 に 処 理 で き る よ うに な っ た 大 規 模 小 売 業 者 は 、 需 要 動 向 に
つ い て の 情 報 を卸 よ り も多 く持 つ に至 っ て い る 。 ま た 、 情 報 の 規 格 化 ・標 準 化 の 進
展 に よ っ て 、 彼 らは い か な る 品 質 の 商 品 が ど の程 度 の 費 用 で 生 産 で き るか を 知 る よ
う に な っ た 。 そ の 結 果 、 フ ァ ッ シ ョ ン性 の 高 い ア パ レル は い ざ 知 ら ず 、 少 な く と も
日用 ア パ レル に つ い て は 、 こ の 種Q情 報 を持 つ 大 規 模 小 売 業 者 が 商 品 を 企 画 し、 そ
の 生 産 を 委 託 す る こ とに な る 。 さ ら に1990年代 に 入 る と、 彼 らは 製 造 卸 に生 産 を 委
託 す る の み な らず 、 川 上 の 素 材 メ ー カ-や 縫 製 業 者 と直 接 取 引 関 係 を 結 ぶ こ と に よ
つて 、 生 産 を組 織 す る よ う に な っ た 。 こ の こ と に よ っ て 、 あ る 大 手 ス ー パ ー は 素 材
部 分 で17-8%、染 め で13%な ど、 併 せ て40%程 度 の 費 用 を 削 減 した の で あ るza)。も
ち ろ ん こ の 際 に は 、 チ ャ ネ ル ・リー ダ ー と して の 小 売 業 者 が 、 生 産 さ れ た 商 品 を す
べ て 買 い取 り、 販 売 リス ク を 引 き 受 け る こ とに な る。
と 同 時 に 、 大 規 模 小 売 業 者 や 製 造 卸 は 売 れ 残 りを 回 避 し、 在 庫 費 用 を 削 減 す る た
め に 、 ク ィ ヅ ク ・レス ポ ン ス シ ス テ ム を 導 入 し た 。 こ の も とで は 、 生 地 は 生 産 計 画
通 り仕 込 ま れ る が 、 見 込 み 生 産 さ れ るの は7割 程 度 で あ り、 残 りの3割 は 無 地 の ま
ま 残 さ れ る 。 そ して 販 売 が 好 調 で あ れ ば 、 追 加 的 に 染 色 さ れ 製 品 に仕 立 て ら れ る が 、
販 売 が 不 調 な 場 合 に は 他 の 用 途 に 転 用 さ れ る こ と に な る 。 こ の よ う に 、 染 色 前 の 生
地 とい う転 用 可 能 な 中 間 生 産 物 を 持 つ こ とに よ って 発 注 か ら納 入 ま で の 時 間 を 短 縮
し、 需 要 の状 態 が 明 らか に な っ て か らの 追 加 的 な 生 産 を可 能 と した の で は あ る が 、
こ の シ ス テ ム が 円 滑 に機 能 す る た め に は 製 造 業 者 の 協 力 が 不 可 欠 で あ る。 こ の 点 大
規 模 小 売 業 者 は 、特 定 の 製 造 業 者 と直 接 取 引 を行 って チ ャ ネ ル 内 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン を 密 に す る と と も に 、 生 産 の 委 託 を 集 中 させ る こ と に よ っ て 、 彼 らの 協 力 を 引





き 出 して い る25)。
さ ま ざ ま な 機 能 を 遂 行 す る 多 数 の 主 体 の 問 で 情 報 を円 滑 に伝 達 す る た め に 、 近 年 、
情 報(お よ び ノ ウ ハ ウ)の 標 準 化 が 進 展 して い る 。 そ の た め 、 デ ザ イ ンな ど を 除 く
多 くの ノ ウ ハ ウ も ま た 汎 用 的 な も の と な っ て お り、 特 定 の 企 業 が 長 期 に わ た っ て 競
争 優 位 を 維 持 す る こ と が 難 し くな っ て い る26)。
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適 切 に 企 画 さ れ た 商 品 が 生 産 さ れ 、 そ れ が 消 費 者 に 買 わ れ て い く プ ロ セ ス が 円 滑
に営 ま れ る た め に は 、 さ ま ざ まな 情 報 が 必 要 で あ り、 そ れ ら す べ て を単 一 の 経 済 主
体 が 持 っ て い る こ と は 稀 で あ る。 また 情 報 に特 有 な 性 質 の た め 、 そ れ を 市 場 で 取 引
す る こ と は 困 難 で あ る。 した が っ て 、 流 通 シ ス テ ム が 円 滑 に機 能 す る た め に は 、 さ
ま ざ ま な 情 報 を持 つ 多 様 な 経 済 主 体 が 、 流 通 プ ロ セ ス へ 直 接 関 与 す る 必 要 が あ る 。
そ の 結 果 、 長 くて 複 雑 な 流 通 経 路 が 形 成 さ れ る の で あ る 。 繊 維 織 物 の 流 通 の 中 心 は
商 社 な ど の 卸 で あ り、 彼 ら は 需 給 動 向 に 関 す る情 報 を収 集 し、 そ れ に も と つ い て 商
品 を企 画 し、 生 産 さ れ た 商 品 を販 売 す る 。 そ して 、 卸 自 ら の 責 任 を 明 確 に す る た め
に 、 生 産 を 委 託 した 下 請 業 者 と の 間 で 賃 織 契 約 が 結 ば れ 、 彼 ら 自身 が すべ て の リス
ク を 負 担 す る の で あ る 。 そ の 結 果 、 商 品 は 生 産 工 程 に沿 っ て 流 れ る が 、 各 工 程 の 間
に 卸 が 介 在 す る と い う、 商 流 上 の 多 段 階 性 が 生 じる の で あ る 。 こ の 際 、 変 化 す る市
況 に 迅 速 に 対 応 す る た め に 、 彼 らの 間 の 契 約 は 不 完 備 な も の と な ら ざ る を 得 な・い 。
アパ レル の 分 野 で も 、 消 費 動 向 に関 す る情 報 の 収 集 と、 そ れ に も とつ く商 品 企 画
は 製 造 卸 の 役 割 で あ る 。 した が っ て 、 彼 ら 自身 が 多 くの 販 売 リス ク を 負 担 す る 必 要
が あ り、 そ の た め に 返 品 制 が 採 用 さ れ て い る の で あ る 。 か つ て は 製 造 卸 と小 売 業 者
と の 間 に 消 費 地 卸 が 介 在 して い た が 、 製 造 卸 の 評 判 の確 立 や 量 販 店 の 発 展 に よ っ て 、
25)1980年代 後 半 か らの 円 高 とバ ブル 崩 壊 後 の 不 況 の も とで 、 国 内 の 繊 維 ・ア パ レル
の 生 産 者 が 遊 休 設 備 を抱 え て い た こ と も 、 大 規 模 小 売 業 者 か らの 追 加 的 な 発 注 を 迅 速
に処 理 で き た理 由 の1つ で あ る。
25))近年 、 著 しい成 長 を 遂 げ て い る"ユ ニクロ"な ど も 、 長 期 に わ た っ て 競 争 優 位 を維
持 す る に 足 る 「模 倣 しが た い 」特 殊 な ノ ウ ハ ウ を 持 っ て い る わ け で は な く、 他 企 業
の参 入 に よ っ て 現 在 の地 位 を 脅 か さ れ る可 能 性 が あ る。
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生 産 者 と 小 売 業 者 との 間 の 情 報 懸 隔 が 縮 小 し、 消 費 地 卸 が 排 除 さ れ た 結 果 、 アパ レ
ル の 流 通 経 路 は 短 くな っ て い る 。
こ の よ う に 、 繊 維 の 流 通 に み られ る卸 の 多 段 階 性 は 、 必 ず しも 流 通 の 非 効 率 性 を
意 味 す る も の で は な い 。 また 、 織 布 の 生 産 に お け る 曖 昧 な 契 約 や ア パ レル の 流 通 に
み られ る返 品 制 も 、 前 近 代 的 な 取 引 慣 行 と い う わ け で は な く、 あ る程 度 の 合 理 的 な
根 拠 を持 っ て い る 。 さ ら に 、 流 通 シ ス テ ム は 不 変 的 な も の で は な く、 自動 車 の 普 及
や 情 報 技 術 の 進 展 な ど、 社 会 ・経 済 的 環 境 の 変 化 に伴 っ て 変 わ っ て い くの で あ る 。
こ の よ うな 流 通 シ ス テ ム の 変 遷 に も か か わ らず 、 情 報 を収 集 して 商 品 を 企 画 す る 主
体 が 販 売 リス ク を 負 担 す る と い う流 通 取 引 の基 本 は 変 化 して い な い 。 した が っ て 、
製 造 卸 が 生 産 ・流 通 の 中 心 と な る場 合 、 基 本 的 に は 返 品 制 の も と で 彼 らが 販 売 リス
ク を 引 き受 け る こ と に な る し、 逆 に大 規 模 な 小 売 業 者 がPB商 品 を 企 画 す る場 合 に
は 、 買 取 制 が 用 い られ る こ と に な ろ う 。
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